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はじめに

環境リモートセンシング研究センターは平成７ｲ|(4)］１日に10年{}＄限の全国共同

利用施設として千葉大学に投殻された。センタ一投１ｋの経緯についてはｲﾄﾞ報１号（平

成７年度）にlidされているので宵略するが，センターはリモートセンシング及びその

環境への応用に閲する研究を↑ｊうことを目的とし，センサ／大気放射，地球環境情報

解析，データベースに関する３つの研究部門及びそれらを支援するデータベース開発

連用部から成っている。

平成８ｲ｢度，本センターはセンターの管理運営，研究活動，教育活動，」し同利用，

国際交流，等の全般にわたりＦＩＬL点検及び外部評M1iを実施し，平成９ｲＩＨ３Ｈその結果

を報告書としてとりまとめ公表した。センターとして発足以来まだ日の浅い２年目に

点検・評Ii{iを実施することは一般的に見て時期尚早の感は免かれ難い。それにもかか

わらず，センターがこのようなＩⅡf〃|に自己点検・外祁評価を実施したのは，センター

の現状，業紙などをまとめるだけではなく，全国的な視点から将来を展望した評価・

意見をいただき，１０年間の時限ｊ０ＩｌＩ１１内に最大の成果を繋げるため，処,［すべき点は

早く改め，強化すべき点は迅速にその推進を図りたかつたからである。

当該研究分野の全国的な動向のなかで，核心的な部分に焦点をあてて真にオリジナ

ルな研究を批巡することはいうまでもないが，少人数の小さな組織のもとで環境リモー

トセンシングという広範DII・多岐にわたる分野を研究対象とする本センターの場合，

早期にセンターとしての重点課迩を選定し，それを'１１核として研究を推進する戦略的

構想，長期訓.(ｌｌｌｉを立てる必要がある。そのような考えのもとで，外部i;'Iililliを参考に，

センター内での議論を煮つめ，「リモートセンシングによるアジアにおける環境変動

地域のモニタリング，なかでも半Ilili燦地域における'0,'[本柄生の動態把握と衛尾観測に

よるモニタリング手法の開発」を'１１面の重点課題としてその研究をHli巡することとし

た。最近，ようやく実行可能な｣し体的計画が策定され，センター内外の協力体制が構

築されつつある。

本センターでは公募により，’'１．公・私立大学，１K1.公立研究機関及びそれらに準

ずる国内外の研究者と以下の３緬舶の共同研究を↑ｊっている。すなわち（１）センター

の重点課題「リモートセンシングによるアジアの環境変動地域のモニタリング」ある

いはセンターの各lil[究部Ｉｊ１ｊにおける]i研究課題を此|,Ⅲ研究により研究の推進をはかる

プロジェクト研究，（２）リモートセンシング・地fiMl1Ii報システムを１{たる解析手段

とする環境に側する研究，あるいはリモートセンシングの有効利用を推進するための

野外観測やデータベースの開発聯に|則する一般研究，及び（３）環境リモートセンシ

ングに関する研究を推進するためのワークショップ，シンポジウムなど研究集会の開

(''1である。平成８ｲﾄﾞ度にはプロジェクト研究及び一般研究あわせて4411:が実施され，

1z成９年度には63件が採択されている。さらに平成９年度からは研究会も開催され

るに至った。これまでは本センターの活動を広くl01il知させるべくlit的拡人につとめた

が，今後はそれらの内容の質的ＩｉＩｌ２に努力しなければならない。また，外１K１人研究者



を招待し，国際シンポジウムを開催するほか，外国の研究機関と国際交流協定を締結

すること及び外国人研究者を受け入れることなどにより国際共同研究の充実を図って

いる。

一方，衛星観測データベースの開発・運用は全国共同利用施設としての本センター

のもう一つの顔となるべきであろう。衛星観測データに限るにしても，その内容は莫

大であり，本センターが対処し得る部分は限定せざるを得ない。衛星データの有効利

用を図るため全国の関連研究機関と協力して，衛星データベースの構築とアーカイブ

システムを擢備し，とりわけ大学研究者の研究活動を支援し得る機能を発揮し，当該

分野のネットワークの一つの核としての役割を果たすことによって全国の研究者が有

効利用できる体制づくりに貢献しなければならない。既に設置されている衛星データ

受信システム，大容量衛星データアーカイブシステムに加え，大容量衛星データ解析

装置の導入，衛星データ検索システムの開発，センター内外ネットワークの整備など

地球観測衛星データベースの開発・利用に向けて準備しつつある。

学術的のみならず社会的にも重要な環境リモートセンシングの研究拠点としてセン

ターに寄せられる期待にこたえるべくセンター教職員は一層努力する所存である。閃

係各位の御支援と御鞭燵をお願いする。

平成９年１０月

Ｔ葉大学環境リモートセンシング研究センター長

雄浅井 富
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[１］研究活動

■１．１センサ／大気放射研究部門

この研究部|MIIでは，現在の衛星データの精度を制限している岐人の典Iﾉﾘである「人気補庄」

を理論・槻ilUにﾉﾑづいて研究している。センサ研究分野（竹内・久'１t）では，観iilll目的に適し

た物理11tを７７効に禅１１１できる高精度地球観測センサの蕊礎および応１１１研究を行っている。また，

大気放射研究分野（高村・岡田）では，放射理論と，要や大気状態の槻illllデータに基づく衛星

データの人文(補111手法の開発と，放射伝達の観点からの地球環境lU1題を扱っている。

1.1.1．大気補正４波長ライダーによる衛星同期観測

（久lItZLilﾘl，竹内延夫，高村民雄，櫻田安志，強敏，金城秀樹）

平成７ｲliUqi補ｉＥ了算によりCEReSの大型設備の一つとして導入が決定された４波長ライダー

(レーザーレーダー）による定常観測を開始した。主としてＮＯＡＡ12,14号の飛来と同期して，

80cmのj1W1速鏡を川い，鉛直上方のエアロゾル（浮遊粒子）からのミー散乱による信号を観

測し，大女(分ｒの影騨を分離して扱うことが可能なFernald法によって偏号を解析している。

４波長IJiIjの一例を図に示す。４波長の信号の相互比較およびサンフォトメータによる光学的

厚さの測定結果との比較から，各高度におけるエアロゾルの散乱特性について，定最的な知見

を得ることができる。平成８年度において，光学システムおよびデータ観測・処理システムの

構築，テスト述川がほぼ終了し，今後本格連用に入る。
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1.1.2．ＭＯＤＴＲＡＮ３コードによる大気補正シミュレーション

（久'11腹lﾘl，竹内延夫，’三園哲司）

ＭＯＤＴＲＡＮ３はＬＯＷＴＲＡＮ７を引継ぎ，大気中の放射伝播のシミュレーションに広く11]い

られている人気モデルに雄づいた計算機コードである。ＬＡＮＤＳＡＴ術jI1のThematicMapper
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のにU視３バンドを例にとI)，Ｔ葉地域付近の画像データに対して大気IWiIIiのシミュレーション

を行った。ビットマップファイルを数値データとして扱うIiljiI機コードを|)M発し，ピクセルご

とにＲＧＢデータに〕,|(づいて適切な地表面反射卒の(|/(を仮定して，センサの脚(Uq:'１１１〔から人女(１１１

のIli散乱，多iF｢散JiL，および隣接地表面からの散乱の｣Ｙｊを除去した。今後，ライダーから得ら

れるエアロゾルイ1V報をコードに人ﾉﾉすることにより，炎際の人気補''三の作業を↑ｊっていく。

1.1.3．差分吸収ライダーによるＮＯｘの検出

（竹内延夫，久１１Ｍ(Iﾘ１，．($海良一.，田井秀男.）

Ｊ１:線型光学結晶によるﾄﾞ111111波および２倍高調波発ﾉｌｉを利11)して，波長uJ変の紫外パルスレー

ザー光を苑JLliさせ，これを利川して全固体レーザーによるＮＯガスの差分吸収ライダー（ＤＩＡL）

iil･illllを行うことが叫能となった。これまでの130ｍ速力のディーゼルエンジンによる模擬実験

に加え，新たに反lllill1I（岐反24時間）にわたって千葉大学付近の大気ＬＩｊのＮＯおよびＮＯ２の

訓･剛を行い，実験室に役iiVtしたザルツマン型測定器（吸収発色液を利１１１）のillⅢ疋ｆｉｌｉ采と比較し

た。気象条件を勘案すると，111j測定法の結果をある程度まで統一的に税Iﾘ1できることが明らか

となった。

1.14．大気ＮＯ２，ＮＯ,コラム全量の光学計測

（竹内延夫，久１１Ｍ(Iﾘ１，鍬建国，簾雁群）

人女(ＮＯ２のｉｉＩ･ijlllにおいては，とくに都Tl丁域の対流lMilIllに含まれる成分を対象とし，太陽光

を光jliiとするi;|川を1iiiｲｌｉにIjlき続いて行った。太陽光スペクトルに存在するフラウンホーファ一

線を，観測スペクトルと参11((スペクトル（米国ＫｉｔｔＰｅａｋでのデータ）でﾄﾞiIi帝に対応させた後，

1,1jスペクトルの比をとることにより，微少なＮ０，の吸収を３％礎度の粘度で決定できること

がIﾘIらかとなった。現在，この方法を月を光源とし，夜IHIにのみ存在するＮＯ]の拡りl（すべく，

大体目動追尾の望遠鏡システムを導入し，また，光ｉＥｒ蝋倍行をＣＣＤ索ｒに交換するなど，

観ijlll機器の改良を進めている。

1.1.5．大気微量気体の高感度ファイバーレーザーセンサの開発

（久世宏明，竹内延犬，交野明，近藤和弘）

人文Ｗ｣の微1㎡気体検１１１は，地球温暖化やオゾンliviの破壊の観点からWi喫な`洲迎となっており，

我々のグループではファプリーペロー型や，リングレーザーノiﾘの光検１１１の１１;('''1にAliづいた高感

度センサの開発に取り紺んでいる。本年度はとくに，1.5ａｕｍ帯のエルビウム・ドープ型光

ファイバ端幅器をリングレーザーとして用いた実験を行った。ファイバー'1`[紬の父(体セルを新

たに考案し，これをリング｣し振器中に設置した。吸収女(体としては，この波及辮域に吸収を有

するアセチレンをIlIいた。ｆｌＭ１倫解析の結果とあわせ，允艇線柵の狭窄化を↑ｊえば，この〃法が

センサとしてｲ79!な下段を提供することがIﾘ|らかとなった。｜叉|に，リング''1に１１n人したエタロ

ンのｈ)リ|によってi()られたアセチレンのスペクトルを'jくす。

－２－
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1.1.6．排煙の蔚色現象の研究

（竹内延夫，樫H1安志，田中大輔，ｌ宅園哲司）

大気中の粉体による散乱現象と，目で見たときに感じる色彩との関辿を取り上げた研究であ

る。排煙の色は周囲の物体との関連で目にみえる心理物理品としての色は異なった色に見える

が，ここでは明視所の開口色（２度）として扱う。本年度はIIiりれ允日と曇った日の排煙の観測

スペクトルの（xy）色度座標を，粉体の粒径分布と複素屈折率を仮定して：１．，１[した結果と比

較し，Ｗｊれた日の槻illIは太陽光の排煙粒子による散乱によって定性的に税lﾘＩされ，太陽光の散

乱方向がほぼ90度の方角ではほぼ等色（白色）に散乱され，散乱角が0度から30度にかけて，

x，ylihとも墹大し（赤色の方向へ近づく），約30度より大きい角度では反転してｘ，ｙ値と

も減少する（背色の方向へ近づく）ことが判明した。今後，排煙の光学的厚さや背環光透過の

寄与を含めて，解析を進める。

1.1.7．航空機搭戯スリーラインスキャナの相互標定とレーザー距離計による計測

（李111句，竹内延夫，松本好高．・㈱コア）

航空機搭lIii型の３本の1次元ＣＣＤセンサを並べた立体画像作成川のセンサシステムである

スリーラインスキャナ（TLS）の航空機による姿勢変動を取り除いて粘度の商い|if報を得る手

法として，画像を短かい飛行時間の小区間に分けてそれぞれから均等な数の特徴点をＭ１出し，

前方・iI1〔下・後方視の'１１１で共通の航空機の姿勢を有することから，３方向の指示地点の誤差が

妓小になるように，姿勢のパラメータを決める手法を提案し，その糀度を実データから評価し

た。また，ＴＬＳと同時にレーザー測距計を航空機に搭赦して，満度をilll定し，ＴＬＳデータか

ら地図_'二の位殻や対象物体を特定して，山地の起伏や樹高をijlI定した。

1.1.8．ＴＯＭＳ衛星データによる台風の研究

（竹内延夫，筏ill:刷雄，本多弘典，志賀幸文）

台風上でオゾン淡皮が商漣度になる現象について，昨年度，解析したVersion-6の結果に

ついて，台風のL|｣心女(圧，妓大風速，移動速度，暴風半径，強風半径聯との関係を調べ，前２

者については発述しているほどllj現確率が大きく，移動速度は25km／ｈのときを11m心として分
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n丁しており，後２者との００係は薄いことが分かった。しかしVersion7ではｌＩｌ現の様ｒが変わっ

ており，両者のアルゴリズムの違いである雲の高度の批定が，オゾン濃度のパターンに関係し

ていることが示唆される。

1.1.9．全自動簡易型ライダーによるエアロゾル・雲の連続観測（新規課題）

（竹内延夫，樫Ｈ１安志，久世宏明）

ＧＡＭＥ（GEWEXAsianMonsoonExperiment）で熱帯領域の雲底高度，エアロゾル濃度

の高度分布を測定する日的で購入したＬＤ（半導体レーザー）励起Ｎｄ：ＹＬＦレーザーを光源

とする高速繰返し（２５kHz）全自動ライダーを穣算Ⅱ#''''20秒，距離分解能30ｍで，屋上ライ

ダー観測室より北方に仰角45度の方向で，１月末より述続観測を開始し，エアロゾル濃度分

ｉｊ，境界層構造の変化，墾底高度や雲の構造の変化の辿続観測を行った。この観測の'|｣には黄

砂の飛来や設置境界屑のセル構造などが見られる。

1.1.10.人エ衛星「ひまわり」（ＧＭＳ）から得られる可視，赤外画像データを用いた視野内地

域の雲の経時変化大気上下端の放射収支の推定

（高村民雄，岡田格，荻野清文，田丸英樹）

これは，ＧＭＳ画像の内，熱赤外画像を中心に地球放射収支に重要な役割を果たす雲の挙動

(分布，種類等）と，放射収支自身を明らかにしようとするもので，現在，雲の磁識を進めて

いる。ISCCPに比較して，l11jlMI変動を小さくするとＮＯＡＡ等の高分解能衛星データが使用で

きず，多少雲弁別の精度が然ちるが，詳しい時系ﾀﾞﾘが取得でき，陸域等での地表の熱的変化を

見るには都合がよい。

1.1.11．エアロソル，水蒸気等が衛星データに及ぼす効果を評価するための，連続的なエア

ロソル観測と航空機観測の実施

（高村民雄，金田真一，柿本士吾，中村派臣）

このテーマは，エアロソル及び水蒸気が衛尾データにどの様な効果をもたらすかをIﾘIらかに

するとともに，航空機観測を疑似衛屋データとして，このデータからこれらの１１tの光学的効果

を評価し，逆に推定するアルゴリズムを開発することである。これは宇宙開発1{災１１１が打ち上

げる次期衛星ADEOSII搭,IifのセンサーGLIを念頭に進められている。

1.1.12．水蒸気，雲水をリモートセンシング手法によって高精度に求めるためのアルゴリズ

ムの開発

（高村民雄，斉藤和也，滝本訓久）

大気中の水蒸気や雲水は，人気環境を構成する爪典な典索の一つであり，大女(人循環，放射

収支等に決定的な役割を果たす。この研究では，まず地上ベースの雲水量の,lYi粘度な推定法を

開発し，さらにこれを術111データから広範囲に推定する方法へと拡張する顎を進めている。ま

た，水蒸気がマイクロ波域の衛賦データの質に与える彩孵を評価するための研究も推進中であ

る｡
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■１．２地球環境情報解析研究部門

１．２１．アジア土地被覆データセットの作成

（建石峰太郎，黄少'111[，１Ｍ成|MII|）

今アジアおよびオセアニアの30秒グリッド土地被楓データを作成することを'-1標としてい

る。その中間成果として，1990(ｒのグローバル８km，ｌＯ－ｄａｙｃｏｍｐｏｓｉｔｃＡＶＩｌＲＲデータを

川いて４分グリッドの－１２地被劉データを作成した。地球環境研究にも広域上地利)IlOil(IIliにも応

１１１【１能な上地被覆分頚項|〒1システムを作成した。ｌＯ－ｄａｙｃｏｍｐｏｓｉｔｅＡＶＨＲＲデータから作

成したmonthIyデータからphenologyによる各種特徴llIIi像をｈｌ１ｌｌＬ，主としてIllMiの地IXl・

資料からまた一部は現地凋従によりグランドトルースデータを収集した。Groundtruth「|身，

Extendedgroundtruth，およびディシジョンツリー法の統合による分類手法を'''１発した。令

球４分グリッド上地被悩データをiilMijする予定である。′IMU｢充はアジア・オセアニア２９ケ１K1

49人との共同研究である。

1.2.2．ＡＶＨＲＲデータによる変化検出

（迷石降太郎，松岡典如）

1982年から1994イドまでのグローバル８km，１０－ｄａｙｃｏｍｐｏｓｉｔｅＡＶＨＲＲデータを川いて地

衣llli変化の検出がﾛj能であるかどうかを調べる研究である。兇なる時期のデータのIi1l〔の鑑の典

1ﾉ(６１には，地表illi変化以外に人賜八Irjj0，走査角，太陽センサ刀位角，８kmデータのサンプリン

グ，人文(状態，センサの感度などの要因がある。銃Al･絲済`､?:の[}$系ﾀﾞﾘ解析の手法を週111し，時

系ダリチャネルデータおよびＮＤＶＩデータを地表面からのＩＩ１ｉ報とそれ以外の要因によるＩＩ１ｉ報とを

分離する研究を行っている。

1.2.3．植被率の推定に関する研究

（述石陸太郎，石''１降，ツエレンフー・プレプドルジュ）

術1,1データから植被*<を惟疋することを'二|的とするlil1光である。衛星データの近亦外バンド

と赤バンドとからVegetationlndcx（ＶI）を求め，ＶIから械被率を推定する刀法を検１Ｍして

いる。一般に，ＶIは，１:域のiililMi，含水}i(により災なるため，その影騨のもっとも少ないＶＩ

を選ぶのが当Illiの課題である。検!;､IしているＶIは，NormalizedDifferenceVegelationlndex

(ＮＤＶＩ)，SoilAdjustedVegetaionlndex（ＳＡＶＩ)，TransformedSoilAdjustedVegetation

lndex（ＴＳＡＶＩ）である。窄内笈験と野外実験を行った。窄内実験では，第１に､Ｍｉ的な葉と

含ﾉklItを変化させたｔで↑jい，第２に立体的な草を111いて↑ｊった゜野外実験は1-1本とモンゴル

とで行った。結果の良かったＮＤＶＩとＴＳＡＶＩとを111いて，ＡＶＨＲＲデータからモンゴル令域

のｉｆ[被辮図を作成した。

1.2.4．リモートセンシング・ＧＩＳによる地域の環境変化の解析

（処石降人郎，グラディス・オレゴ，ケトット・ウィカンティカ）

地域的な様々な地衣の環境変化をリモートセンシングおよびＧＩＳにより把握し，その実態

をlﾘ|らかにする研究である。インドネシア，バンドンの｜:地利111変化の把握を|I的としている。
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この地域では岐近数(|{，邪IIj域の拡人が進んでいる。1990ｲﾄﾞから1995年のLandsatTMデー

タ，ＳＰＯＴデータ，航窄`り災，地lx1を資料とし，｜:地利１１１，標高，水域，交皿網のデータを作

成し，-k地利１１]変化を解析する。

1.2.5．ＡＶＨＲＲデータによる稲雪域の抽出に関する研究

（建石峰太郎，鈴木努）

ＮＯＡＡ／ＮＡＳＡＰａｔｈｆｉｎｄｅｒＡＶＨＲＲＬＡｎｄＤａｔａＳｅｔのｄａｉｌｙＡＶＨＲＲデータとNational

SnowandlceDataCemcrのLl別枇.｣;深データとをFlllIし，アジア全域の械`'i域を時系ﾀﾞﾘ的

に求め，積雪域データセットを作成することを｢|的とした研究を行っている。

1.2.6．カラー写真像を形成しているアゾメチン型色素の光化学的・電気化学的挙動（継続）

（三輪卓司，池ｌｌｌＩ１ｉ）

カラー写真像の変退色機構を解lﾘIする事を目的として，アゾメチン型色索の祷液について光

化学的検討，電気化学的検討を行い，iWi々な有111な結果を得て来た。今ｲｉＨ度は，実験室の大#ｈｉ

な縮小等の問題から，これまで↑!}られた結果の総合的検Ｍを行う事に留まった。

1.2.7．人物写真におけるピント評価（継続）

（三輪卓司，大ｲｲ{一彦.，池lll1li，［１１村尚・Ｉ:`､禍j情報工学科助教授）

好ましい写真像をI2mill識別する４１を'二|的とする研究の一環として，主観的,iiliIilIiに人`づいた人

物写真のピント評llIiに適する物EMlilを求める事を，昨ｲ１K度にリ|き続き研究し，昨（Ｉｉに椎ｉＭされ

た以下の結果の有効ﾔ|:を確認し，データの処理法等に改良を↑『った゜系統的にピントを外した

人物写真の主観評価とそれらのディジタル変換画像データの杣関解析を実施した。1,2i毛・'１．

１Wi航域の差分濃度データに対するウエープレット変換により，周波数と平均振蛎がピントズレ

により特徴的変化を,｣くす11;を確認し，特定される周波数の､v均振幅と１／２倍lI1il波数の平均振

[Wiiの差が，特定される'111波数のWi均振WIiと２倍周波数のＷｉ均振幅の蓋より小さい場合にピント

が合っていると主観iiiWilliされる11；をliii1認した。この0M係は，撮影倍率，写典処f1M条件等に殆ど

依存しない事ので，群観的ピント判定の物lUMhiとして｣|:常にｲLj効であるＩiを雌蝿した。

1.2.8．コンタクトレンズの散乱特性（継続）

（三輪卓司，池lIIlIiL，三脇健一）

昨年度に引き続きコンタクトレンズの散乱の角度依存ﾔ|；を調べた。キセノンショートアー

クランプを光源とし，分光器を通して，iWi々の波及におけるコンタクトレンズの散乱の｢q度依

がﾔ|：をillIl定する波liYを【試作した。これにより，コンタクトレンズの散乱のｊ(l庇依（'ﾔ|:，波及依

ｲｿﾞﾔ|:をillll定し，災際の装ｲ.i条('|:における散iIiL光の１０皮依/『|'|{，波長依存ﾔｌｉをHli筵した。また，

災際に装着した1記観Alililli(ｌＩＩｊと炎際の技ｲ１１条件の散iliL光の/０度依存性，波及依存ﾔ|；の推疋Ilfiとの

N1UUUQ係を調べたが，必ずしも良好なＮＩＩ)Q関係は,認められなかった。今後史にH1UQUU係を【;ｻﾞ紬

に検討し，原因等を解りIするＦ定である。
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１．２９．瞼の動きによる放射視野の変動測定の試み

（ミ輪I'11,1,池ＨｌＩＩ(，児島麻ｆ，ｉ[森康文．.Ｔ業火o､ｉｔ名幣教授）

近ｲ1{紫外線の人体に及ぼす効果がJi愛祝されており，r1内陣の１%(lAslの１つとして紫外線の効

果が認識されて来ている。この研究では，Ｈの注視位Ｉ間によるl術ｆＬの人きさの変化を測定し，

il;視位iiYによる眼球内への紫外線の入射１Aの変化を`ilMべた。また，ｊ;l:奴と'-1に１１１１<紫外線鼓の

UU係を調べた研究報呰の結果に，注視位置によるliIllfLの人きさの変化を導入する１１iによる効果

を調べた。しかし，ハミiM位iiviによるl廠孔の大きさの変化には非糀に複雑な要因が彫轡し，実際

の141内IlIiiのjIii例とのIﾘl確なNlUIjを調べる'１{は容易でなく，必ずしも以}iiiの研究柵lliの結果を攻

脾するにはｷﾐらなかった。

1.2.10．高速ゴニオスペクトロフォトメータの試作ファンデーションの評価

（-{輪'|〔,｡，池ｌｌｌｌｌ〔，ミ島健一）

一定の1K1lU1jKl度で，試料IlIi約１５のの48方向の400～800,ｍの１０nmllll隔の反射スペクトルが

jKjillfI1Uで取イリ11｜来るゴニオスペクトロフォトメータを試作し，IWi々なテストで良好な結果を得

た。人の肌，バイオスキンとそれらに３種のファンデーションを施した場合について系統的な

illII定を実施した。測定されたディジタルデータをＣＩＥＬＡＢ１９７６（Ｌ＊ａ＊ｂ＊）空'111に変換し，

明度Ｌ＊，彩度Ｃ＊，色H1Ｈ＊を求めた。パイオスキンでは，ファンデーションの種類により，

色相の角度依存ﾔkを示すものと示さないものがあった。人の肌は，頬２カ所と額に付き測定し

たが，地肌では場所により色相が顕著な変化を示した。これに対して'１１－場所の｢O度依存性は，

色机より彩庇が大きい。ｌ１ｉｌ－場所の色机は，変化liiは人きぐないが，ｌﾘ１１M(な角度依存性を示し，

角度が人きぐなるとＨ＊が火きくなる。ファンデーションを施すと，ｌﾘ1瞭な効果が認められ，

場所によるlU1度，色相の変化が顕普に減少した。従来の測定では，iWi々な角度における反射ス

ペクトルilI定には反Illrllllを笈したが，試作器では’１１１１の測定は約20秒で，被験行火験に十分

に適合し，ili典なデータの10(得・収集が期待される。また，リモートセンシングにおけるグラ

ンドトウルースデータとして多方向に対する反射スペクトルの取１＄・収災が期待されているが，

この'二Ｉ的にも適合する装IiYと考えられ，illll定を計lIlliLIjである。

1.2.11．樹木葉の分光反射・透過スペクトルの試料配邇法等による変動

（-i輪lIiIil，河野太郎.，細谷幸治．。’ｺﾞ|本人`urh又ＥＩＩ学部化､rh科`ＷＩｉ）

樹木葉の反射，透過スペクトルのiHll定法，樹木葉のiM定装微への配iif(法群による変動を200-

2500,ｍの波及域で調べ，強い波長依存ﾔ|§を確認した。以下の５つの波及域に分けられる。１：

紫外（200-400,ｍ）域，２：可視（400-700）域，３：近亦外１ｍ（700-1450,ｍ）域，４：

近亦外['１（'450-1950,ｍ）域，５：近亦外反（1950-2500,ｍ）域。ｌ：紫外域：反射スペ

クトルはill1l疋光が入射する友IIliのみで決定され，背Iili瀞の影騨は/IpK1l1tい。災1枚で光は完全

に吸収されるので，透過スペクトルもiiii々な変動は１１１(い。２：【１視域：反射スペクトルは，１

％以卜・の小さな背lili効果を,jくすｃ人射光は，葉１枚で99％曝度まで吸収されるので，透過ス

ペクトルの変llill6臓かである。３：近亦外緬域では，災１枚の反射:ｷ<は50～６０％際度，透過

;ｷ｛は40～50％に及び，顕杵な背面・重ね合わせ効果を,jくす。ｂ(肘キ<は，Ｗｉね合わせにより次

第に蝋､Ⅱし，５枚緑度でほぼ飽和Iif〔に述する。しかし，２枚'1以後のＩＦね合わせ〃の彫轡は殆

ど認められない。透過>#(も７枚梶度でほぼ完全に吸収される状況に逸する。４：近亦外ＬＩ１域：
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近赤外jmi域と同様な変動を,jくすが，変動の大きさはずっと小さく，１／３梶度以「である。５：

近亦外反域：近亦外及域とl0jl様な変化を示すが，変動の人きさは近赤外LIl域より史に小さく，

ごく僅かである。以l:の外に郁々な結果を得て居り，グランドトウルースデータの１Ｍ!｝・収集

に対する重妥な知),Lが１１)られた。しかし，この研究では，ブ0度依存性についてはごく|佃られた

場合について調べただけであり，今後角度依存性のijl'1定を実施すべきと考えてhUlる。

1212．樹木葉の成熟過程における反射スペクトル変化

（三輪車剣，ｔｌｌ１俊夫.，人賀宣彦．

．ｆ1M学部ﾉﾋ物学科研究'|ﾐ，．.ＢM学部｣11ﾐ物学科講師）

荷技状態の葉について，第IluliIU定の直前に番Ｉ)ﾄ|けを行い，以後ｌ～２ケ１１に1度の頻度

で定期的に，５～６１rilの反射スペクトル測定を実施した。以下にｉｉｌ６煎の荷枝葉に此i皿する特

徴点を記述する。１：/k成熟蕊の可視域の緑部の反射率は成熟葉に比べて,lHjく，成熟に辿れて

減少し，成熟葉のlfiに変化する。２：成熟・老化に伴って，可視部の緑部の反射ｷ《は低「し，

緑部に対する赤部の柑対的反射率は増加する。３：近亦外域（800～2500,ｍ）は，1450,

1950,ｍ付近の水の吸収によって分けられる短：800-1400,ｍ，中：1500-1900,ｍ，良：

2000-2500,ｍの３緬域を脅えるのが良いと思われる。史に，短：800-1400,ｍ域は，短波

反域（短短：800-900,ｍ)，［|』波長域（短中：900-1200,ｍ），長波及域（kUi丘：1200-

1300,ｍ）の３倣域に分け，ＭＭと短長の２領域に符l-lするとスダジイの反射>ｷ《は，［１視域緑

祁では６種のLIlで鮫も小さく，近赤外域短域で肢も入きい。５：近赤外域及域の反射:#《は，蝋

質の厚いスダジイ，タブノキ，クヌギ等が，ソメイヨシノ，コナラ，シラカシに比べて小さい。

また，概略的に，近亦外域１Ｍ域の反射率変化は，及域の反射》*<変化と逆机ULIUU係を,Jくす。６：

近亦外域短域の反射>ｷ<は，／k成熟葉の場合は成熟に伴って燗､Ⅱし，】）それ以後は殆ど変化し

ない場合と，２）次第に低卜する場合とが認められる。ｌ）殆ど変化しない場合は，ｉｌＩＩｌ定期間

中には殆ど老化が起こっていない場合と推察され，近亦外域長域の反射率は殆ど変化しない。

２）反射が日時に巡れて次第に低下する場合は，老化が次第に起こっている場合と推察され，

近赤外反域の反射>#<は次第に期加する。近赤外域短)M域の反射率の短反域の反1M率<に対する比

は，未成熟葉で人きぐ，成熟に伴って減少し，成熟葉の場合の値となる。その後老化の過程の

初期でもこの比は減少する。近赤外域短域，特に猟ｊＷ域の反射率は次第に減少する。強度の老

化段階では近亦外IKj1M域の反射率の短長域の反射率に対する比は非常に小さくなる。７：近赤

外域中域の反射率の変化には，近赤外域短域の反射率変化に対応する典莱と近亦外域及域の反

射率変化に対応する奨索が混在しており，場合によって('りれかが優先している場合が多いが，

何れにしても複灘な様Ｈ１を,lくす。８：近赤外域反域の反射率は，｝｣時に伴って，ｌ）殆ど変化

しない場合，２）次第にjW1ljllする場合があるが，減少する場合は無かった。これは，成熟・老

化に伴って集中の水分か減少する11iに対応すると推察される。

1.2.13．モデル土壇等の反射スペクトルについての実験的考察

（三輪卓可１１W１１芥､ﾄﾞ治.，ｉiﾘ野太郎。・日本人`γ:文nM学部化学科'Ｗｌｉ）

亦玉上，黒{:，ピートモス，堆肥の300-2500,ｍの拡散反射スペクトルでは，Ｉリ祝域では

何れも波長の期ljllに辿れて反射*(が次第に増tlⅡし，特徴的な吸収帯は兄られない。Ｌａｍｂｄａｌ９

のデータより，ＦＴＩＲ－２０００のデータの方がIIjEAﾔ|:，糀度共に良いと判断された。l5000-

2700cm-1領域をlcm-llI11隅でiMll定したが，10000栂度より,fii波数側と3500際度より低波数
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OIIは雑音が入きいので慨祝し，10500-3500cm－１のデータについてスムージングを行った．

駈々の混合土壌の極々の水分Hfの反射スペクトルでは，多くの場合に5200,6900cm－１領域

に強い水の特徴吸収が見られる。反射率は水分且の期111に辿れて減少すると考えられるが，必

ずしもその様になっていない。これは，拡散反射iM定装傲が大口径，短焦点の災光系を使用し

ているので，試料表面の状況が非常に大きく影懇する為と推察される．適当にベースラインを

推定して，水の特徴吸収帯Ll1の5200cm－１におけるＨｉ味の反射率変化△Ｒ＝Rsample／R

baseIineを求め，－log△Ｒ，Ｋ・Ｍ値｛（１－△Ｒ）２／２△Ｒ）の水分量に対するプロットを

調べると，何れの場合のも水分liiが極端に大な所で榊らかな1111線から外れている。これらはス

ペクトルの形が極端な変化し，水が上から分離し，均一になっていない状態に対応する．水の

特徴吸収域にない6000,8000cm－１の－logRと水分ｉｉｉをプロットすると，－log△Ｒ，Ｋ・Ｍ

値（（１－△Ｒ）２／２△Ｒ｝を水分扇に対してプロットしたグラフで，滑らかな''１１級から急に

外れる大水分量域で水分１１tと良好な対応をする。水分については，特徴吸収域の'K味の反射率

変化が，中程度の水分１１tまでは良好な検量線を与え，１％程度の精度で定壁ll1来ると推定され

る。有機質の特徴吸収は弱く，高有機質含風，低水分1,ｔの試料以外では，水の特徴吸収帯に埋

没してしまうため，有機衝含}itの推定は，水分と有機Trlilを連立方程式を解いてltll1↑に求める

べきと考えられるが，問題点が多く，特に，１）極端に水含量が大な領域で，水の特徴吸収が

次第に不明瞭になる事，２）有機質の存在形態で，有機質の特徴吸収が極度に影孵される事等

について更に検討中である。

1.2.14．東アジアにおける温帯低気圧活動に関する衛星気候学的研究

（浅井富雄）

東アジアは地球上で温帯低気115が最も頻繁に発現する地域の一つである。北東アジアにおけ

る温帯低気圧活動の地球的分nj，季節的活動，経ｲ1:変化聯の気候学特性を気象術)'1槻ｉＭ資料を

11]いて統一的に把握する。

1.215．冬季日本周辺海上に発現する中規模渦状擾乱の研究

（浅井富雄）

冬季，北西モンスーンのI+l越する期間，日'Ｍ１辺海}もでしばしば通常の温帯低気１１;より小さ

い水平規模100km～1000km低気1[が発現する。これらの低気圧は温帯低気Ⅱ!と熱'１ＩＦ低気圧両者

の性質をもつようであるが，未だその発生・発達の機構は不明である。数値モデルと気象衛星

｢ひまわり」観測資料を活川して研究を行なう。

1.2.16．モンゴルにおける草原バイオマス計測

（本多嘉明）

モンゴルにおけるＷ[ﾉ|ミバイオマスの現地調査を又季に実施し，モンゴル国立リモートセンシ

ング研究センターとのj1Jijl研究を本格的な段階に進めた。また，共同研究による現地観測サイ

トは宇宙開発事業団の地球観ｉｌ(１１衛星ＡＤＥＯＳおよび米IRIＮＡＳＡの地球観i則衛ｊｌ１ＥＯＳの検証サ

イトを兼ねることになった。

これらの活動に伴い，奥地観ilIlI機材の開発，特にラジオコントロールヘリコプターを利用し

た観測機材の開発を↑『った゜人容量衛星データの処1W技術の開発としてＮＯＡＡＡＶＨＲＲＧＡＣ
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データの処理技術の開発に満了した。

■１．３データベース研究部門

1.3.1．植生指標と蒸発散量の関係に関する研究

（近藤昭彦）

連続して撮影された術)i』データには植生の状態１７tに関するシグナルが含まれているはずであ

る。そこで，ランドサットＴＭによる植生指標と，術111の飛来と同時に地上で３１.ilUされた実

態発散瞳との間の関係を検討した。その結果，草地の成育期において非常に商い＃lUUljU係が得

られた。草地においては術腿データによる経験的雄発散}尚推定モデルを作成することができる。

一方，常緑針葉樹の赤松においては両者の相関は無かったが，近赤外の反射輝度と蒸発散量の

相関は良好であった。これは赤松の蒸発散がエネルギー依存であることを表している。

1.3.2．可降水量と地上水蒸気圧の関係に関する研究

（近藤昭彦）

近い将来，ＧＰＳによる大女(遅延量から20kmスケールの水蒸気情報が得られる見込みである

(ＧＰＳ気象学)。そこで，既存の高層気象データを1Ｕいて可降水量と地上水蒸気圧の関係を検

討した。その結果，両者の'111に良好な相関を認めることができ，高空間密度の湿度データが得

られる可能性が示唆された。湿度情報はリモートセンシングや地理情報とリンクさせることに

よって大気・陸面相互作川の解明へ応用できる（水文・水資源学会誌に掲減予定)。

1.3.3．地理情報システムによる土地利用変化データベースの作成

（近藤昭彦）

Ｔ葉市周辺を対象として明治以降の土地利用の変遷にUQするデータベースの作成を行った。

これまでに明治36年の」:地利用図が完成しているほか，衛星データについては幾何補正が進

んでいる。次年度にこれらのデータベースを利用した環境解析（地理情報解析）を行う予定で

ある。

1.3.4．乾燥地域の水文学的研究

（新藤静夫，唐常ilii）

(1)アラブ首長国迎邦

、|A成７年度に引き続く､胸戊８年度文部省国際学術研究により，主として地ド水iWi愛機構に関

する研究を平成９年３)］１１］より約１カ月間の調査を尖施した。昨年と同様にほぼ今lIlをカバー

するかたちで，地表水，地下水試料の採取を行い，ＬＷｌ：その分析を続けている。－万砂丘，ワ

ジ等での土壌水分調査，降雨撞透機構調査を実施した。ここでは３～４ｍまでのサンプリング

と堆積含水量測定，人1:降雨実験が行われた。その他，昨ｲ1苞に引き続き，ＧＰＳカメラを多用

して，土地被覆状態を記録した。水文科学会において光衣することとしている。

(2)中国新彊盆地（タクラマカン砂漠)，華｣上､「野、ﾄﾞ成８年度§'１造開発研究経Y1iにより，上
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記地域における水文環境調査を実施した。同時に中国科学院地理研究所との共同研究の推進策

について討議した。なお踏査時に採取した，地下水，地表水の水質特性について，水文科学会

において発表することとしている。

1.3.5．火山体の水循環に関する研究

（新藤静夫）

伊豆諸島の三宅島，八丈鳥を例として，降水，地下水，地表水等の水質および，水素・酸素

安定同位体をもととした火山体の水循環機構を追究している。これまでの調査から，水循環に

関して，当初考えていたような大きなスケールではなく，局所的な小さな循環系が各々独立し

たかたちで，存在していることが推定される。これは火山体の地質構造が水循環に関して支配

的であることを意味している。

1.3.6．北海道美々川流域の水文環境に関する研究

（新藤静夫，唐常源）

千歳川放水路計画に伴う環境問題が論議されているが，その最大の問題は湧水を水源として

流れ，その末端は渡り鳥の生息地として有名なウトナイ湖に注ぐ美々川の河況への影響である。

そこで美々川の湧水Ei調査，周辺地下水の調査，およびこれらの水質特性からその酒養域，酒

養量を追究した。研究成果は数回にわたり，地下水学会等で発表した。

1.3.7．開発にともなう水文環境変化の追跡

（新藤静夫）

(1)森林植生の変化にともなう降雨流出特性変化の追跡

東大愛知演習林および付近の小流域を対象として，森林伐採前，直後，ある程度経過後の土

壌水分変化，流出特性変化，水質変化を継続して追跡している。これらの成果はこれまでに科

研費による報告書として，また－部著書として公表した。

(2)トンネル掘削による山地水文現象への影響追跡

首都圏中央連絡道（県央道）のコースにあたる高尾111，八王子城１１１などではトンネル掘削に

より，滝，湧水，渓流などの水文環境や，-ｋ壌水の乾燥化による植生への影響が懸念されてい

る。筆者は道路公団の中に設置された環境影響調査委員会の中で水文環境を担当し，１０年近

く追跡調査を続けている。多種多様の水又観測機器を設置し，その解析を続けている。また航

空写真測量や現地調査による植生密度，樹齢・樹高データと水文現象との関係などについても

考察を進めている。

1.3.8．同位体地域分布の測定

（唐常源）

アジア地域における河川，地下水，降雨中の同位体組成を測定し，それらの地域分布を調べ

た。これまで，中国の新彊，広東，上海などの分析を完成した。次年度に他の地域のサンプル

を採取分析する予定である。それらの結果に基づいて，同位体を指標とするアジア地域におけ

る地域水循環特性を解明する。
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1.3.9．流域モデルの研究

（唐常源）

多くの試験流域から得られた知見に基づいて，ＧＩＳ技術を利用し，より大きな流域の流出現

象をモデリングする。従来のＧＩＳ技術と流域モデルの統合を試みた。

1.3.10．流域土壌浸透特性

（唐常源）

多摩川流域の表層土壌浸透特性をデータベース化する。（代表的な地点で定期的にサンプル

を採取し，含水量，透水係数，土壌組成を調べる。それに基づいて，流域の浸透特性をＧＩＳ

で処理する)。

1.3.11．波浪の発達及び海表面境界過程の研究

（杉森康宏）

地球温暖化に影響を及ぼす炭酸ガスの海洋への吸収等を解明するために，海洋の炭酸ガス収

支に直接関係すると考えられる海洋波浪，波浪の発達過程，海上風と海面粗度の関係など海面

境界過程の解析を行うことがとても承要な課題である。本研究では駿河湾における係留したウェー

ブライダブイによる波浪，アナログ風向風速計による海上風の連続観測を実施し，現場計測デー

タの解析を通して波浪の発達過程，海上風と海lhi粗度の関係などの問題の解明を試みた。

1.3.12．ＳＡＲデータの処理アルゴリズムの開発

（杉森康宏）

人工衛星によるマイクロ波観測データ（SAR）による海、境界過程解析のために，ＳＡＲデー

タ処理アルゴリズムのＳＲＡ開発とＳＡＲによる波浪処理システムの検討を行った。ＳＡＲデー

タに対して画像強度スペクトルによる波浪の解析を行い，相対的な波浪特性を明らかにし，さ

ら1にＳＡＲデータに対して各種の補正方法を検討し，ＳＡＲデータによる波浪観測が可能である
ことを実証した。

1.3.13．衛星マイクロ波センサー（SSMl，SCAT）データの解析

（杉森康宏）

炭酸ガス収支の見積りを行うためのデータとして海上風が不可欠である。そこで，人工衛星

マイクロ波散乱計による観測データ（EERS-1／SCAT）および，衛星マイクロ波放射計デー

タ（ＤＭＳＰ／SSMI）から得られる海上風連場と気象庁ブイロポットによる海｣二風速，風向値

との比較を行い衛尾観測データの実用性，観測精度について検討を行った。

1.3.14.北太平洋における大気一海洋間炭酸ガス収支の研究

（杉森康宏）

グローバルな領域における炭酸ガス収支の見積りのために，ＤＭＳＰ／SSMLEERS／SCAT，
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ＮＯＡＡ／ＡＶＨＲＲ等の衛星観測データから求めた風速，海表面水温の値を１１lい，既存の炭酸ガ

ス収支モデル（Liss，Slate応1974）から推定を行った。この結果を基に，海ＩＩＩｉのバブリング，

白波の面積比を考慮した炭酸ガス収支モデルについて検!;１を行った。特に砕波を考慮したモデ

ルから推定した結果は，放射C14の結果と最も一致している事が分かった。

1.3.15．炭酸ガス海面収支の観測

（杉森康宏）

大気一海洋間炭酸ガス収支に直接UU係する諸現象，例えば，砕波，水温，塩分，生物過縄聯

はすでに明らかになっている。しかし，これらの物理ITtが炭酸ガスフラックスに対してどのよ

うなプロセス，どのくらいの量で影郷するかはまだ解Iﾘ'されていない。本研究ではこれらの'１１１

趣にたいして炭酸ガスの測定器を柵築し，他のブイデータの解析に基づいて定職的に解釈する

ことを目指している。

1.3.16．内湾のエコーダイナミックスの研究

（杉森康宏）

地球環境問題に"Ⅱえて沿岸海域では湿地帯や干潟の消滅と環境破壊の関係が注目されている。

特に東京湾や大阪満などのような半閉鎖性内湾での富栄養化に伴う水質汚染は現在緊急に解決

しなければならない課題の一つである。そこで，本研究は流体一生態系モデルを用いて博多湾

に於ける夏期の水TTP剛計算を行い，10年間の調査データをもとにモデルの評価及びモデル

結果から推定されるlHI題点について考察を行った。

1.3.17.次の３項目について学外共同研究を実施した。

（センター担当者：杉森康宏）

(1)研究題目：枇界海洋観測システムIlIi築に資する蛾新的ブイシステムの）!`樅技術開発研究

学外機関：科学技術庁

(2)研究題目：マイクロ波センサー瀞による大気・海洋炭酸ガス収支の研究

学外機関：科学技術庁

(3)研究題目：海洋・資源調査新手法の開発

学外機関：水瀧庁

13.18合成関ロレーダ（SAR）画像の処理手法の研究

（竹内章可）

ＪＥＲＳ－１，ＥＲＳ－１およびＲＡＤＡＲＳＡＴ衛星に搭iIikされている合成開｢Iレーダ（SAR）デー

タの処理・解析手法の研究を継続して実施した。平成８ｲﾄﾞ度は，以ドの研究を実施した。

(1)熱帯地域におけるＳＡＲインターフェロメトリ（ＩＮＳＡＲ）適用可能性の検討

(2)ＩＮＳＡＲにおける地形縞のシミュレーション手法の検!;､｜

(3)コヒーレンスを１１Iいた土地被撹判別性の向上に関する検討

(1)では，タイのプーケオというテストサイトにおいて，ＪＥＲＳ－１／ＳＡＲからその土地特有

の地形を表す地形縞を得ることが１１}来，ＪＥＲＳ－１／ＳＡＲによるＩＮＳＡＲが熱帯で適用可能なこ
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とを,（した。(2)では，ＷＬ道縞と地形縞との間には入射角を媒介としたIli純な関係が成立する

ことをシミュレーションにより確認することが出来，それを利１１Iして比較的ililliに地形縞シミュ

レーションを↑jなう〃法を|)M発した。(3)においては，ＳＡＲの強度に加えて，ＩＮＳＡＲから得

られるコヒーレンスをOilllすることによる土地被覆判別ﾔ'1のlr1lZの1J能ﾔ'1を炎験的に検i;ｉした。

その結果，ＳＡＲの強度だけでは判別|村難な樹種の違いが１１別１１能になることがわかり，特に，

タイのプーケットＫｂにおいては，マングローブ林がコヒーレンスの()|:川により判別叫能になる

ことがわかった。

■１．４データベース開発運用部

1.41．ＮＯＡＡ－ＡＶＨＲＲマンスリーコンポジットの自動作成に関する研究（継続）

（亥Ⅱ1胤純，斉藤ﾉ亡也.，菜尾善雄｡。・農業環境技術研究ljli，・・森林総合研究所）

ＮＯＡＡ－ＡＶｌｌＲＲのイリデータ，Ｈデータの自動作成方法について検i付している。毎l｣観測さ

れるＮＯＡＡ－ＡＶＨＲＲデータを１Mいて，月別雲域除去コンポジットlllli像を121動的に１ステッ

プで作成する。今年度は，(1)比演算処理，画像のディジタル拡人を11]いたＧＣＰの残fW幾何誤

差の評価粘度の改鋒，および，(2)学習機能をもつＧＣＰライブラリの作成，(3)コヒーレント，

インコヒーレント法を組み合わせた雲域除去方法の検討などを行った。これらの方法はCEReS

に投側iしたＮＯＡＡ－ＡＶＨＲＲ受信装置によるデータの処理にも応川できるものである。

1.4.2．大気および地表面物体の偏光特性の測定とデータベース化の研究（継続）

（女１１１蹴純，liUiⅡl一彦.，岡島勉..，111m剛之…

・父(象研究ijji女(象衛展観illlIシステム研究部，・・字iilil)9発11↓某|Ⅱ，…金沢I:業入学）

ＡＤＥＯＳ－ＰＯＬＤＥＲの地|:検;1Kなどを目的として，地１１槻ill1ll1多ili波及lHj光放射汁（ＭＳ－

ＰＨＳ）やファイバールj光分光放射計などを試作し，雲，大気エアロゾルのi１．１１次パラメータ抽出

方法，ｌＷｌｉのｌｌ光特ﾔＩｉのiM'１定，データベース化について検｡;Iした。

1.4.3リモートセンシングによる植物の診断およびモニタリング手法の研究（継続）

（女１１１胤純，磯Ⅱ111({仏.，Ｉ断橋邦夫..，小熊宏之…，Ｄ・Ｐ・パサリプ….．

.Ｔ･葉人学園芸学部，・・木更津岡岬，…・jfilil刑発１１;災ＩＪＩ，

.…千葉入学人学院｢1然科'､細}究科/|ﾐ）

環境変化に対する械物の'liFl1機能の変化を，反射および蛍光スペクトルｉｌｌｌ定により検知する

方法について検Ｉｉｌしている。今ｲﾄﾞ度は紫外線照射，熱ストレス，水ストレスなどの効果につい

て，特に，MIlilllI内のスペクトルの変動について調べた。

1.4.4．リモートセンシングシミュレータによる海岸の砂の二方向性反射の研究

（岡'１１%{j）

奥ｲl;『ｊっている(i)}光は，第一に砂や岩石の~刃方向反射特ﾔ'1のlil｢先で，この１０{先により，off

nadir〃Ｉｉｌでとったｄａｔａはnadir方1rilでとったｄａｔａと兇なるという人ｌ:iIMI1dataの補lIi方法
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の確立が期待でそうである。

1.4.5．リモートセンシングシミュレータを用いた光ゆらぎの光学的測定

（岡lll浩）

大気のゆらぎの計測として，実験室内で大気のシミュレータを作り，光の空間コヒーレンス

の測定によりゆらぎを計測しようとするものである。この研究は人工衛星データの大気のゆら

ぎの補正に対して，一つの提案となるであろう。今後これら研究をさらに発展させて行く。

1.4.6．植生被覆率による分光反射率の変動

（石山隆）

植物の特徴的な反射特性を利用して植生モニタリングのためのアルゴリズム（植生指数）が

提案されている。代表的な植生指数としてＮDVI（正規化植生指数）がある。これは可視部の

赤バンドと近赤外バンド，例えばＭＳＳのバンド５と７，ＴＭではバンド３と４，ＮＯＡＡ／

ＡＶＨＲＲではバンド１と２などを用い，両者の正規化された差によって定義される。この手法

を用いて地球規模や地域の植生指数図が作られている。しかしそれらの植生指数と植物の物理

員（例えばバイオマス）や植生被覆率との関係は明確にされていないのが現状である。本研究

では分光放射計によって観測された植生被覆率の違いによる反射スペクトルの解析結果から，

植生指数値と植生被覆率との関係について考察する。この研究は継続中である。

1.4.7．衛星データによる乾燥地の植生のモニタリング

（石山陸）

植生と電磁波との相互作用は複雑で，衛星データから植生のバイオマスを定量的かつ効果的

に評価することは簡単ではない。植物の特徴的な反射特性を利用して，植生モニタリングのた

めのアルゴリズム（植生指数）が提案されている。代表的な植生指数として，ＮDVI（正規化

植生指数）があり，この手法を用いて地域や地球規模の植生分布図が作られている。しかし

NDVIでは乾燥地などの植生の疎らな領域では背景の土壌からの放射尾の影響が強いため，見

かけの植生指数が大きくなる。ＮDVIを改良した植生指数がいくつか提案されているが，いず

れも土壌からの放射量が既知である必要があり，実用上は問題がある。また植生が疎らな場合

に適したアルゴリズムは，逆に植生が密な場合には誤差が大きくなる。本研究では過去に提案

されたいくつかの植生指数を検討し，それらの植生指数の欠点を補完するアルゴリズムを開発

した（論文に発表)。次のステップとして提案されたアルゴリズムを検証するために，いくつ

かの地域の衛星データの解析に適用してその精度を調べる。

1.4.8．樹木のストレス検出手法に関する研究

（有田ゆり子｡，岡野千春，小林達明｡，安田嘉純‘千葉大学園芸学部）

夏期のｆばつによる樹木への被害が懸念されるなか，樹木が受けているストレスの程度をulj

時把握・モニタリングすることに期待がよせられている。

そこで本研究では，分光反射特性を利用した樹木のストレス検出手法を構築するために，熱

および水ストレスを付与した樹木葉の分光反射特性と光合成速度および気孔コンダクタンスと
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の関係を調べた。

1.4.9．衛星データを利用した農業気象災害の被害解析

（岡野Ｔ作）

衛星データを利１１)して，1993年に北海道で発生した農業気象災``I;光'１{場)ﾘ1の把握および被

害程度の解析を行った。

テンサイの12均収極lilは，豊作年を100としたときに86であった。また，７）Iの械生量が少

ないlI1il場ほど，上壌Ｉｌ１の腐植含有風が少ない圃場ほど被``ufの程度が人きかつた。解析結果から，

｣二壌の排水不良による湿害に１１Ⅱえて，生育初期の肥料流亡によるﾉﾋｶﾞ不良が１１;(囚であったこと

が示唆された。

1.4.10.衛星データベースにおける地図投影法に関する研究

（黄少博，柴崎光介．・東京大学生産技術研究所）

球面分淵１１法は地球球面に現Ⅱﾘ的にグリットを生成し球面データを衣現する方法である。衛星

データをラスタデータの形で保存するために不可欠である。しかし，に銃的な地図投影法に関

する研究は1{に紙地lX1の制作を念頭においており，衛星データベースのための分淵Ｉ方法として

|分ではない。本研究では，体系的な評価指標を提案し，開発した投影方法も念めて系統的に

何諏馴の球IlIi分#11方法を比較した。評価の結果，提案したＮｏｒｔｈ－ＵｐＺＯＴ投彫分淵11法が投影

の群IlIililMi，Ｈ１対的に小さい幾何歪み，階層的な分割の叩能ﾔ|:，ほかのシステムへの移植性，

経度や純度との対応の奔易性など，いろいろな要求を満足する優れた方法であることが分かっ

た。なお，体系的な比較により明らかにされた各投影方法の特ﾔliに|Ｈ１するlI1j報は，衛展データ

ベース開発にあたって適当な球Illi分割を選ぶ場合に非常に有ｲＩＩｆである。

1.4.11．観測データと表現モデルの融合による超長期にわたる土地利用変化のダイナミック・

シミュレーションの研究

（黄少博，柴崎光介．・東京大学生産技術研究所）

人lIWili動に起川する-12地利111の変化は，農耕文明の発祥以来，地球環境変動のＩｉな原因の一

つであり，今後，人nj1MII1に伴う農業開発の進行などによりその変化はますますllll速すること

が予想されている。しかしながらこうした変化を予測することはいうに及ばず，艇耕文Iﾘ]発祥

から現在に至る及川にわたって，どのような変化が生じてきたかを推illＩすることは非常に困難

である。本研究は歴史的な地点データから，土地利用変化の法ｌ１Ｉｌ，人｢I変化といった周辺情報

を総合化し，奥ｒｌ;の知識の範|｣１１でもっとも「確からしい」上地利111変化を推定することを試み

る。具体的には，観illlIデータや定性的・断片的な知識に矛盾しない’２地利川の変化を推定する

IILII題を岐適化lMllKjとして定式化し，それを遺伝的アルゴリズムを)Ⅱいて解く。この手法によれ

ば，新しい知』,lを今後発兄されるたびに取り込むことにより，批疋結果の(`i紬ﾔl【を段階的に攻

灘することができる。また，さまざまな知識を総合化することができるため，各分野の研究者

の知見をコンピュータにより横断的に総合化し，上地利)'１変化アニメーションとしてまとめる

ことで，データのＨ１対的に不足している地域，年代などがIﾘ]らかになり，符分野における研究

を推進することを試みる。
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1.4.12.衛星データベース作成に関する研究

（安田嘉純，高村以雄，本多潔明，梶原康司，ム!ｉ少博，岡野千が）

センター内に設置された「ＮＯＡＡ，および，ＧＭＳの受信・処理システム」および「人奔量

衛星データアーカイブシステム」による，衛星データベース作成に関する研究を行っている。

ＮＯＡＡ－ＨＲＰＴＬＡＣＡＶＨＲＲデータのアーカイブ，ＮDVIやＳＳＴなどの地球科学のためのプ

ロダクト，データの配布システム，データベースのネットワーク化などについて検討した。

高度陶濁I1IIG処理猫四

ＡｄｖａｎｃｅｄＲｅｍｏｔｅＳｅｎｓＩｍｇ
Ｉｎｆｏ｢matIonProcesSIngDovIces

NOAA・ＧＭＳ受烟・処理システム

ReceIvIng/ＰｒｏｃｅｓｓＩｎｇ
ＳｙＳＹｅｍｏｆＮＯＡＡ/ＧＭＳ

…輻遼鍾曇蕊蕊鑑

■■鰹
データアーカイブシステム

LargeCapacotVofSaleIlite
DataArcI1IvcSyslem
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[２］共同利用

■２．１．プロジェクト研究

現在，当センターの各分野において行っているし１１心的研究課題で，共同研究により研究の推

進をはかるもの。平成８年度は９つの課題に対する研究が行われた。

○プロジェクト研究課題（P9601）：

人気補正用検証システムのllM発とリモートセンシングデータの大気補正に関する研究

担当教官：竹内延夫

目的：地上ライダーを含む大気データ取得用のシステムを開発し，これと1ti行して術足データ

を利用した大気現象の解明および大気補派アルゴリズムの研究を行う。

継続課題（P9601-1）：

多波長ミー散乱偏光ライダーとサンフォトメーターの同時観測による対流圏エアロゾルの光学

的特性に関する研究

村山利幸（東京商船大学商船学部・助教授）

継続課題（P9601-2）：

大気補正用検証システムの開発とリモートセンシングデータの大気補正に関する研究

森山雅雄（長崎大学工学部・助教授）

新規課題（P9601-3）：

衛星データからの大気の光学的厚さ推定に関する研究

川田剛之（金沢工業大学環境情報総合研究所・所長）

新規課題（P9601-4）：

対流圏オゾンをはじめとする大気微量ガスiII定川今lIljl体マルチラインレーザーの|)M発

尾松孝茂（千葉大学工学部・助手）

○プロジェクト研究課題（P9602）：

マイクロ波センサーを利川した大気情報抽出に関する研究

担当教官：高村民雄

目的：大気中の水蒸気，望水，降水等の水循環に関わる大気情報を，地_上および術)Ｔｌマイクロ

波センサーを利川して求める手法を開発することを目的とする。さらに，これらの情報

と，他のセンサーによって得られるものとの終合性についても検討する。

新規課題（P9602-1）：

マイクロ波センサーを利11)した人気情報抽出に関する研究

}u当教官：早坂忠裕（東北入学理学部・助教授）
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○プロジェクト研究課題（P9603）：

自然環境を構成する要素のグランドトゥルースデータの取得収集とデータベース化

担当教官：三輪卓司

目的：リモートセンシングデータの高度利用に不可欠な，自然環境を構成する種々な要素のグ

ランドトゥルースデータの取得・収集を，その方法論を含めて行う。更に既存のデータ

を含め，データベース化の方法等を検討し，試験的なデータベースを作製する。

○プロジェクト研究課題（P9604）：

アジアの土地被覆データベース

担当教官：建石陸太郎

目的：ＡＶＨＲＲデータを用いてアジア地域をカバーする土地被覆データを作成する。平成８年

度は８kmメッシュで作成し，最終的には１kmメッシュを計画している。本研究はアジア

諸国との共同研究でもある。

継続課題（P9604-1）：

衛星画像とＧＩＳによる熱帯湿地林地帯の環境変化モニタリング

担当教官：吉野邦彦（東京大学農学部・助手）

継続課題（P9604-2）：

アジアの土地被覆データベース

担当教官：越智士郎（宇都宮大学農学部・助手）

新規課題（P9604-3）：

アジアの土地被覆データベース

担当教官：中山裕則（リモートセンシング技術センター研究部・主任研究員）

継続課題（P9604-4）：

アジアの土地被覆データベースの開発

担当教官：村上広史（国土地理院地理調査技術開発室・室長）

○プロジェクト研究課題（P9605）：

ＮＯＡＡ／ＡＶHRRによる草原バイオマスの推定

担当教官：本多嘉明

目的：半乾燥地帯における希薄なバイオマスを衛星データと地上観測により正確に把握し，地

球規模の砂漠化モニタリングと半乾燥地帯の生態系維持を目指す。当初はモンゴルにお

いてモンゴル環境庁の協力を得て手法開発を行う。

継続課題（P9605-1）：

モンゴル放牧草原におけるバイオマスの推定と家需生産力の把握

担当教官：人久保忠且（岐阜大学流域環境研究センター・教授）

新規課題（P9605-2）：

モンゴル放牧草原におけるバイオマス，家畜生産力の推定と植生の把握
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担当教'〔（：塩見lIi術（茨城入学理学部・教授）

○プロジェクト研究課題（P9606）：

ＡＶＨＲＲ／ＧＡＣ多時'０１データの処理方法に関する研究

担当教1！《：ﾉ１K多蹴Iﾘ｜

｢|的：13ｲI{におよぶデイリィーベースのＮＯＡＡ／ＡＶHRR／ＧＡＣデータ（地｣二解像力４km）

のクラウドフリーデーターを作成し，地表面や海洋で起きている兇端女(象やエルニーニョ

などのLaI)''''1にわたる現象を解析する。ＮＯＡＡ／ＧＶｌ（地Iご解像力16km）データでなさ

れた槻々なグローバルスケールの解析がより詳しく行える。

新規諜題（P9606-l）：

ＡＶHRR／LACデータとＡＶHRR／GACデータの時系ﾀﾞﾘ比較分析にUUする研究

担当教1.「：イiliM悦鯛（鹿児Xb大学農学部・助教授）

○プロジェクト研究諜題（P9607）：

衛里データと地Fl1Il1ifMを１１}いた地域環境解析の手法に関する研究

担当教'[『：近麟W{彦

tl的：地IIMIl1ifMシステムをＩＩｌいて複数の衛星の多11$期データと様々な地FM↑１１報をWiね合わせ，

近代の１２地彼楓変化が地域の環境に及ぼした影艀を定'１t的に!i､liIlliする手法を開発する。

特にﾉｋ・エネルギー術環の変化に焦点を合わせ，解析を行う。

継続探題（P9607-l）：

衛展データと地fll1IlIj柵を川いた北東アジアの水文・地形システムの解析

担当教'[ｉ：柏谷'１ｋ、（金沢大学理学部・教授）

新規探題（P9607-2）：

ＧＩＳおよびリモートセンシング技法を用いたチベット高原のﾉI{態区分及びﾉ'1態系の純一次生産

潜在ﾉﾉ判定に|則する研究

担当教官：小Ｉｉｂ党（11;;111大学理学部・教授）

新規課題（P9607-3）：

衛凪データと地IWlI1ifMを１１Ｉいた地域環境解析の手法に関する研究

担当教官：及芥111泉（リモートセンシング技術センター研究部・研究貝）

新規諜題（P9607-4）：

房総半脇におけるＪＥＲＳ－Ｉ，ＳＡＲデータによる構造解析とそのテクトニクスヘの応)'１

担当教官：伊勢崎修弘（千葉人学理学部・教授）

○プロジェクト研究課題（P9608）：

地HMliY報データベースの開発と迎用

担当教1:《：近麟Ⅱ({彦

目的：リモートセンシングデータのグランドトゥルース，あるいは地球環境に関するモデルの

検ii,[に利111口J能な野外科学分野における観測データを岐新の地pI1IIlj報システム上でデー
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タベース化し，時間・空間的な情報を得る手法を開発する。

継続課題（P9608-1）：

流域水文観測データベースの開発

担当教官：辻村真貰（愛知教育大学総合科学課程．助手）

新規課題（P9608-2）：

地理情報システムによる十勝地方の農業情報データベースの開発

担当教官：菊地晃二（帯広畜産大学畜産環境科学科・教授）

新規課題（P9608-3）：

日本列島の活断層の属性に関するデータベース研究

担当教官：宮内崇裕（千葉大学理学部・助教授）

○プロジェクト研究課題（P9609）：

地表面反射スペクトルデータの収集手法の開発とスペクトルデータベースの作成

担当教官：梶原康司

目的：リモートセンシングによる植生の物理量抽出の間接推定アルゴリズム開発に適用可能な

反射スペクトルデータの収集手法を検討し，実測によるスペクトルデータ収集を行う。

さらに収集したスペクトルデータを容易に利用できるような形でデータベース化する手

法の検討を行う。

■２．２一般研究

リモートセンシング・地理情報システムを主たる解析手段とする環境に関する研究，あるい

はリモートセンシングの有効利用を推進するための野外観測やデータベースおよびセンサーの

開発等に関する研究で，平成８年度は以下の研究が行われた。

継続課題１：

立坑を利用した準実スケール人工雲実験

担当教官：福山力（国立環境研究所大気圏環境部・室長）

竹内延夫（千葉大学CEReS・教授）

継続課題２：

LANDSAT／ＴＭデータと海上現場分光反射データによる大気散乱効果の推定

担当教官：香西克俊（神戸商船大学海洋機械工学講座・助教授）

竹内延夫（千葉大学CEReS・教授）

新規課題３：

高度ライダー手法による対流圏エアロゾルの光学特性の定量的測定に関する研究

担当教官：杉本伸夫（国立環境研究所大気圏環境部・室長）

竹内延夫（千葉大学CEReS・教授）

－２１－



新規課題４：

リモートセンシングを11]いた海洋からのﾉ|{物起源硫黄の放出量の推定とその地球の気候変動へ

及ぼす影縛

担当教官：Ⅱ1中茂（慶応義塾大学理I:`､胱部・助教授）

竹内延夫（Ｔ葉大学cERes・教授）

新規課題５：

組成分析にﾉﾊﾞづく大気エアロゾルの吸収特性推定法の検討

担当教官：人Ｈ１幸雄（北海道大学工学部・教授）

竹内延夫（千葉入学CEReS・教授）

新規課題６：

リモートセンシングにおける多重散乱現象とその効果に関する理論的および実験的研究

}q当教官：上野季夫（京邪コンピュータ学院情報科学研究所・所艮）

竹内延夫（千葉大学CEReS・教授）

新規課題７：

多波長分光日射計およびサンフォトメーターの検定法の開発

担当教官：内山明博（気象研究所気候研究部・主任研究官）

岡村民雄（千葉入学CEReS・教授）

新規課題８：

邦市域における放射・熱収支のリモートセンシング

担当教官：菅原広史（防衛人学校地球科学科・助手）

岡村民雄（千葉入学CEReS・教授）

新規課題９：

ライダーシステムとオリオールメータillI定による大気エアロゾルの光学的特性の比較

担当教官：遠藤辰雄（北海道大学低温科学研究所・助教授）

岡村民雄（千葉大学CEReS・教授）

新規課題１０：

大気中オゾンと微量汚染物質の気・液Nl1lllの挙動と大女(現象の解析に関する研究

担当教官：二水安之（信州入学医学部・助教授）

，{.j村民雄（Ｔ葉大学CEReS・教授）

継続課題１１：

草本群落の形成におよぼす光環境一草本群然の構造を決定する波踵MII光エネルギー１１tの解析

担当教官：人賀宣彦（Ｔ葉大学理学部・瀧RIIi）

ミ輪卓可（Ｔ葉大学CEReS・教授）

新規課題１２：

パラグアイにおける砂漠化に関する研究
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担当教官：小泉俊雄（Ｔ葉工業大学・教授）

建石陸太郎（千葉大学CEReS・助教授）

新規課題１３：

新しい植生指標と近畿地方の植生調査

担当教官：落合史生（帝塚山大学教養学部・教授）

建石陸太郎（千葉大学CEReS・助教授）

新規課題１４：

マングローブ樹冠層の分光反射特性に閃する研究

担当教官：佐藤一絃（琉球大学農学部・助教授）

建石陸太郎（千葉大学CEReS・助教授）

継続課題１５：

外モンゴル草原地域の現在および過去の耕地の検出

担当教官：阿子島功（山形入学教育学部・助教授）

木多嘉明（千葉大学CEReS・助教授）

新規課題１６：

リモートセンシングによる水稲いもち病発生予察のための基礎研究

担当教官：吉村充則（リモートセンシング技術センター研究部・研究員）

本多嘉明（千葉大学CEReS・助教授）

新規課題１７：

人工衛屋画像データを用いた全世界人口密度分布データの作成

担当教官：村上広史（国土地理院地理調査技術開発室・室長）

本多嘉明（千葉大学CEReS・助教授）

継続課題１８：

リモートセンシングによる地質露頭情報の収集記録システムの研究

担当教官：高島勲（秋田大学鉱山学部・教授）

新藤静夫（千葉大学CEReS・教授）

新規課題１９：

わが国の土地利用環境変化モデル構築のための多時期データベースの開発

担当教官：尾藤章雄（山梨大学教育学部・助教授）

近藤昭彦（千葉入学CEReS・助教授）

継続課題２０：

高次アルゴリズムに基づくリモートセンシング画像処理法の開発

担当教官：奥村浩（長岡技術科学大学電気系・助手）

梶原康可（千葉人学CEReS・講師）
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新規課題２１：

衛星リモートセンシングによる汽水域の水域の水質動態度把握

担当教官：高安克己（島根大学汽水域研究センター．教授）

梶原康司（Ｔ葉大学CEReS・講師）

新規課題２２：

リモートセンシングと現地観illIによる森林における物質化藤子iHllに関する基礎研究

担当教官：小平哲夫（Ｔ葉県林業試験場）

梶原康司（Ｔ葉大学CEReS・講師）

継続課題２３：

東北タイの地理情報データベース構築と農業的｣1地利Ｉｉ１可能性の評価

ｲﾛ当教官：山田康晴（国際農林水産業研究センター・’{任研究官）

安田嘉純（千葉大学CEReS・教授）

新規課題２４：

分光反射率測定による水稲の't青窒素栄養状態の推定

担当教官：谷本俊明（広(&県立農業技術センタ－．－１４征研究員）

安田嘉純（千葉大学CEReS・教授）

新規課題２５：

リモートセンシングを利11Iした黒潮及び亜熱帯反流の動態と海洋生物の分Ⅶjに関する研究

担当教官：宮田昌彦（千葉県祓中央博物館・科艮）

安田嘉純（千葉大学CEReS・教授）

■２．３共同研究発表会

平成９年３月１９日に研究成果発表会を開催し，平成８年度の共同研究の成果を報告・討議

した。詳細は［６］センターの行事，６．２．２．センター共同研究報告会を参１１(“て下さい。
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44．児島麻子，三輪卓司，池田卓，三島健一，江森康文，瞼の動きによる放射視野の変動illll
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１９９６．
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[４］国際交流

■４１学術交流協定

４．１．１．モンゴル国立リモートセンシング研究センター

1991ｲﾄﾞ以来，本多が進めてきたモンゴル国立リモートセンシング研究センターとの共同研

究が本烙化したことを受けて，ノＭ二度，Ｔ葉大学環境リモートセンシング研究センターとモン

ゴル国)ｒリモートセンシング研究センターの部局間協定が締結された。

4.1.2．カザフスタン植物学研究所

l996ill8月２２L１，本センターはカザフスタン植物学研究所（Instituteｏ「BotanyandPhy-

tointroduction：DirectorDr､SardarbekAbiev）と部局間交流協定を締結いたしました。

カザフスタン植物学研究所は，カザフスタン科学省一科学アカデミーの下の研究所であり，

スタッフは約350人です。本研究センターと主に協ﾉﾉする部門は植生地理学部門（Laboratory

ofGeobotany）で，そのスタッフ数は25人です。

この協定は，リモートセンシングおよびＧＩＳによる環境モニタリングの研究について協力

関係を発展させることを目的としています。この協定に基づき，次の共同研究が行われてい

ます。「アジアの土地被覆モニタリングのためのグランドトルース収集」「リモートセンシング

によるし|｣央アジアの植生モニタリング」「カザフスタン北部の農地モニタリング」

千葉大学環境リモートセンシング研究センターと

カザフスタン植物学研究所との間の

研究交流に関する協定

千葉入学環境リモートセンシング研究センターとカザフスタン植物学研究所（以下，共に

｢両者」という）は，自然資源及び環境保全へのリモートセンシングの応用に対して特段の配

慮を払う必要性を確認し，アジアにおける環境モニタリング及び環境保全のために，リモート

センシング及び地理情報システム（以下「GIS」という）などの新たな手段及び技術の持つ重

要性を確認し，以下の協定の締結に合意する。

第１条

両者は，両国の'１１氏及びアジア地域の継続的な発展を推進するために，リモートセンシング

及びＧＩＳ技術の環境モニタリング及び環境保全への応用について，対等の立場で協力関係を

発展させることとする。

第２条

両者は，前条のＨ的を達成するために，以下のような基本方針にしたがって協力関係の発展

に努める。

Ｄリモートセンシング及びＧＩＳの分野における技術情報及び科学的知識の交換

2）リモートセンシング及びＧＩＳ技術をⅢいたグローバルな環境研究

3）リモートセンシング及びＧＩＳ技術をⅢいた広域環境及び地域環境に関する研究

なお，l1Iij者は，）lX方の協議により上記ﾉﾊﾞﾉ|x方針の実施に係る優先lllfi位を決定することができる。
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第３条

両者は，前条の雅本方針にしたがって以下のような諸活動を促進するように努め，その実施

に係る詳細は，別途協繊する。

1）研究者の交流及び学生の交換

2）学術・技術にIRIする情報の公開及び文書の交換

3）共同研究及び共同実験計画の実施

4）両者の合意に基づく上記以外の活動

第４条

この協定は，両者の代表者による署名の日をもって効力を発生し，その有効期間は５年間と

する。また，有効jUIl1lIの６ケ月前までにいずれか一方の11「面による破棄の通告がなされない限

り，この協定は次の５年間も効力を有する。

第５条

この協定は，両者の合意により改訂できる。

また，６ケ月前までにいずれか一方の書面による通告がなされない限り，

有する。

この協定は効力を

第６条

この協定は，両者になんら財政上の負担を課するものでない。

第７条

この協定は，英文を正文とし，和文と露文を参考として両者で保管する。

新藤静夫

サーダーベック・アピーエフ

センター長

環境リモートセンシング研究センター

千葉大学

日本

研究所長

植物学研究所

科学省一科学アカデミー

カザフスタン
」

TheAgreementfbrResearchCooperation

Between

lnstituteofBotanyandPhytointroduction

ofKazakstanNationalAcademyofSciences

and

CenterforEnvironmentalRemoteSensing

ofChibaUniversity

ThelnstituteofBotanyandPhytointroductionofKazakstanNationaIAcademy

SciencesandTheCenterfOrEnvironmentaIRemoteSensingofChibaUniversity

Japan（heremaftertogetherreferredtoasthe，，Parties,')，notingtheimportance

ｆ
ｆ
ｆ

ｏ
０
０
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payingspecialattentiontowardtheapplicationofremotesensingforthesakeofnatural

resourcesandenvironmentalprotection，ａｎｄrecognizingthesignificanccofhavingnew

methodsandtechnologies，ｓｕｃｂａｓｒｅｍｏｔｅｓｅｎｓｉｎｇａｎｄＧｅｏｇｒａｐｈｉｃｌｎ｢ormalionSystem

(hereinafterreferredtoas，,GIS',)，fortheinterestofenvironmentalmonitoringandpro‐

tcctioninAsia,herebyagreetoconcludethefollowingagreement．

ArticIel

TheParties，ｉｎｏｒｄｅｒｔｏｐｒｏｍｏｔｅｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓｄｅvelopmentinAsiaregionandbenefit

thepeopleofbothcountries，shaIIdeveIopcooperativerelationshipwithequalfootingin

theappIicationofrcmotesensing，environmentalｍｏｎｉｔｏｒｉｎｇｏｆｔｈｅＧＩＳｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙａnd

environmentalprotection．

Article2

TheParties，ｉｎｏｒｄｅｒｔｏａｃｃｏｍｐｌｉｓｈｔｈｅｐｕｒｐｏｓｅofthepreviousArticle，shallmake

everyefforttodevelopthecooperativerelationshipbyobservingthefoIlowingguide‐

lines．

(1)TheexchangeoItechnologicalmformationandscientificknowledgciｎｔｈｅｆｉｅｌｄｏｆ

ｒｅｍｏｔｅｓｅｎｓｉｎｇａｎｄＧＩＳ．

(2）GlobalenviTonmentalresearchemployingremotesensmgandGIStechnology．

(3)RegionalandlocalcnvironmentalresearchemployingremotesensingａｎｄＧＩＳｔｅｃｈ．

、ology・

TheParties，ｕｐｏｎｍｕｔｕａｌｃｏｎｓｅｎＬｈａｖｅｔｈｅｒｉｇｈｔｔoestablishtheordcrofpriorityfｏｒ

ｔｈｅｉｍｐｌｅｍｅｎｔａｔｉｏｎｏ「ｔｈｃａｂｏｖｅｇｕｉｄｅｌｉｎｅs，

Article3

ThePartiesshallfollowtheguidelinesstatedintheaboveArtic1eandmakeevery

efforttopromotethefoIlowingactivities・Thedetailsconcerningtheirimplementation

shallbediscussedseparately．

(1)Theexchangeofresearchersandstudents．

(2)Thereleaseo「academicandtechnoIogicalinformationandexchangeo「publications．

(3)TheimpIementationofcooperativeresearchandjointexperimentaIplan．

(4)Activities,ｏ(herthanonesthestatedabove，mutuallyagreeduponbytheParties．

Article4

ThisagreementshaIltakeｅｆｆｅｃｔｏｎｔｈｅｄａｔｅｏｆｓｉｇｎｉｎｇ，ａｎｄｉｓｖａｌｉｄｆｏｒａｐｃｒｉｏｄｏｆ５

ｙｅａｒｓ，ＵｎｌｃｓｓｅｉｔｈｅｒｏｆｔｈｅＰａｒｔｉｅｓａｎｎｏｕｎｃｅｓｃａｎｃｅｌｌａｔｉｏｎｔｏｔｈｅａｇｒｅｅｍｅｎｔｗithawrit‐

ｔｃｎｎｏｔｉｃｃｓｉｘｍｏｎｔｈｓｐｒｉｏｒｔｏｔｈｅｅxpirationdate，ｔｈｉｓａｇｒｃｅｍｅｎｔｗｉｌｌｂｅｒｃｎｃｗｅｄａｕｔｏ‐

maticaIIyforthenext5years．

Ａｒｔｉｃｌｅ５

ＴｈｉｓａｇｒｅｅｍｅｎｔｍａｙｂｃｍｏｄｉｆｉｅｄｕｐｏｎｍｕｔｕａｌａｇｒｅｅｍｅｎｔｏｆｔｈｅＰａrtics・Unlesseither

ofthePartiesproｖｉｄｅｓａｗｒｉｔｔｅｎｎｏｔｉｃｅｓｉｘｍｏｎｔｈｓｉｎadvance，ｔｈｉｓａｇｒｅｃｍｅｎｔｓｈａｌｌｒｅ‐

ｍａｉｎｉｎｆｏｒｃｅ．
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Ａｒｔｉｃｌｅ６

Ｔｈｉｓａｇｒｅｅｍｅｎｔｓｈａｌ１ｎｏｔｂｉｎｄｔｈｅＰａｒｔｉｅｓｔｏａｎｙｆｉｎａｎｃｉａｌｃｏｍｍｉｔｍｅｎｔ．

ArticIe7

ThisagreementmaybemadeinEnglish，copiesoltheRussianandJapaneseversions

shallberetainedbypartiesforreference．

ＤｎＳａｒｄａｒｂｅｋＡ・Abiev

Director

lnstituteofBotanyandPhytointroduction

KazakstanNationalAcademyofSciences

KazakStan

ProfShizuoShindo

Director

CenterｆＯｒＥｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔａＩＲｅｍｏｔｃ

ＣｈｉｂａＵｎｉversity

Japan

Ｓｅｎｓｉｎｇ

■４．２研究者の国際交流

（外国人来訪者，滞在者）
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緯敏

朴舜潔

Ｍｕｍａｔａｌｚａｙａ

Ｒ．Ｂ，Singh

石広玉

劉昌明

輔徳麟

＜所属機lXI・国籍＞

NOAA／NGDC（アメリカ合衆国）

東北大学理学部（インド）

DivisionofWildlifeEcology（オーストラリア）

ヨルダン地理センター（ヨルダン）

森林総合研究所（イスラエル）

ウエザーニューズ（スリランカ）

横浜国立大学（中国）

筑波大学（韓国）

サンパウロ大学（ブラジル）

デリー大学（インド）

中国科学院（中国）

中国科学院（中国）

中国科学院（中国）

（海外派遣）

建石陸太郎 研究打ち合わせ

マレイシア（森林生態センター)，カザフスタン（環境研究センター）

１９９６．４．１４～４．２１

本多亮明 モンゴルプロジェクト，ＯＣＴＳの検証，バイオマスモニタリングの研究打

ち合わせ

及びＥＯＳ衛星のMODISのサイエンス会議

アメリカ合衆国（コロラド州，ＮＡＳＡ）

１９９６．４．２５～５．７

－４２－



研究打ち合わせ及び衛星データ取得

モンゴル（国立リモートセンシング研究センター）

１９９６．６．２～６．８

梶原康司

ASTERScienceteammeeting参加

アメリカ合衆国（JPL）

１９９６．６．１１～６．１４

本多彌明

アジア工科大学におけるＧＰＳカメラワークショップ参加

タイ（アジアエ科大学）

１９９６．６．１５～６．１８

本多撚明

第18回国際写真illlllIiリモートセンシング学会参加

オーストリア（オーストリアセンター）

１９９６．７．８～７．２１

本多嘉明

第18回国際写真測量リモートセンシング学会参加及び研究打ち合わせ

オーストリア（オーストリアセンター)，イタリア（ヨーロッパ宇宙機関）

１９９６．７．８～７．２４

建石陸太郎

第181回1国際写真illIurtリモートセンシング学会参加

オーストリア（オーストリアセンター）

１９９６．７．９～７．２１

黄少博

近麟昭彦 第３１回宇宙研究委員会研究架会出席

イギリス（バーミンガム大学）

１９９６．７．１３～７．２２

石山陸 第３１回宇宙研究委員会研究集会出席及び海外のリモートセンシングに関

する動向の調査

イギリス（バーミンガム大学）

１９９６．７．１３～７．２７
引
Ｉ
－
ｌ
Ｉ

竹内延夫 第18回レーザレーダ国際会議出席及びエアロゾルのライダー観測手法の

研究

ドイツ（ベルリン自由大学，ライプチッヒ大学，ミュンヘン大学）

１９９６．７．２１～８．４

久世宏I1IHl 第181回ルーザレーダ国際会議出席及び共|司研究打ち合わせ

ドイツ（ベルリン自由大学，マックスプラン蹴子光学研究所）

１９９６．７．２１～８６１

高村民雄 地球観illll衛星ADEOS搭赦ＯＣＴＳセンサー等の植生指数の校正用現地調査

－４３－￣



モンゴル（国立リモートセンシング研究センター）

１９９６．７．２８～８．１２

本多瀦明 地球観iml衛星ADEOS搭iIi1OCTSセンサー等の植生指数の校正用現地調査

モンゴル（国立リモートセンシング研究センター）

１９９６．７．２８～８．２７

梶原康司 地球観測衛星ADEOS搭戟ＯＣＴＳセンサー等の植生指数の校正用現地調査

モンゴル（国立リモートセンシング研究センター）

１９９６．７．２８～８．２７

建石陸太郎 現地調査

カザフスタン（植物学研究所）

１９９６．８．２０～９．７

岡野千春 第２回オーストラリア農業気象会識出席

オーストラリア（クイーンズランド大学）

１９９６．９．２９～１０．５

新藤静夫 環境激変地域のモニタリングシステムに関する現地調査

中国（中国科学院地理研究所）

１９９６．１０．２７～１１．１５

唐常源 環境激変地域のモニタリングシステムに関する現地調査

中国（中国科学院地理研究所）

１９９６．１０．２７～１１．２０

処石隆太郎 宇宙からの蝋境モニタリングシンポジウム参加

韓国（サンピーチホテル）

１９９６．１０．２２～１０．２６

￣

ｏ

ｒ

本多蹴明 宇宙からの環境モニタリングシンポジウム参加

郷国（サンピーチホテル）

１９９６．１０．２２～１０．２５

アジアリモートセンシング会議参加及び研究打ち合わせ

スリランカ（ランカオベイロホテル），パキスタン（SUPARCO）

１９９６．１１．３～１１．１５

建石腿太郎

衛星データの解析向上のために広いテストサイトの取れる中国の草地砂漠

を選定しその状況を視察し，中国側と共同研究を行うための研究打ち合わ

せを行う。

中国（中国科学院安徽光学精密研究所，北京大学）

竹内延夫

-４４－



１９９６．１１．１０～１１．２３

環境激変地域のモニタリングシステムに側する現地調査

[|】|正Ｉ（中国|通|家気象局）

１９９６．１１．１０～１１．２９

高村民雄

環境激変地域のモニタリングシステムに側する現地調査

中国（中国科学院遥感応用研究所）

１９９６．１１．２４～１２．１２

本多鶏明

GOIN日米共同技術専門家グループ会合出席

アメリカ合衆国（ノアサイエンスセンター）

１９９６．１２．８～１２．１２

梶原康司

ライダーによるエアロゾルのiM定方法，解析方法の討論と簡易型ライダー

による共同観測の打ち合わせを行う。

アメリカ合衆国（ワシントン大学）

１９９７．１．３～１．１２

竹内延夫

ラオスにおける土地被覆調査

ラオス（科学工学環境研究所）

１９９７．１．１４～１．１９

本多溌明

環境と天然資源管理のためのリモートセンシングとGISの応用に|則する地

域セミナー参加

ラオス（科学技術環境機構）

１９９７．１．１４～1．２０

建石峰太郎

大気のライダー観測に関する研究打ち合わせと可搬型ライダー設慨のため

の現地調査

インドネシア（航空宇宙研究所)，タイ（タイ気象局）

１９９７．２．２３～３．２

竹内延夫＝

( 新藤静夫

アラブ首長国連邦に発生した大規模降雨による地下水質変化の追跡に関す

る研究

アラブ首長国辿邦（アラブ首長国連邦大学）

１９９７．３．１～３．２１

唐常源 アラブ首長国辿邦に発生した大規模降雨による地下水質変化の追跡に関す

る研究

アラブ首長国連邦（アラブ首長国連邦大学）

１９９７．３．１～３．３０

－４５－



j1If少博 術jilデータのIlPi)hli度化に|則する大気放射の影響に|則する共同研究を行うた

めの研究打ち合わせと現地liMillll

中国（国家気象hj1LUj1家気候センター）

１９９７．３．１３～３．１８

梶１%(康司 衛星受信データアーカイブにIjLIする研究打ち合わせ

アメリカ合衆国（ＮＡＳＡゴダードスペースプライトセンター）

１９９７．３．１６～３．２２

グランドトゥルースデータ取得及び研究打ち合わせ

アメリカ合衆国（ジョージア大学）

１９９７．３．１９～３．２６

岡野千春

日本学術振興会拠点大学方式交流にjMjづく日中シンポジウム111席

中国（ＨＵＡＷＮＨＯＴＥＬ）

１９９７．３．３０～４．４

本多嘉明

梶原康司 日本学術振興会拠点大学方式交流に雌づく日中シンポジウム111席

中国（ＨＵＡＷＮＨ（

１９９７．３．３０～４．４

HOTEL）

L～

、

－４６－



[５］教育活動

■５．１講義（大学院,学部）

竹内延夫

Ｔ:学部画像工学科

Ⅲ学研究科

Ｌ学研究科

工学研究科

自然科学研究科

自然科学研究科

自然科学研究科

｢リモートセンシングニ[学」

｢リモートセンシングニ[学特論」

｢リモートセンシング１２学特論演習」

｢特別波jiW」・「特別研究」

｢隔測センサエ学Ｉ」

｢特別iiii1WI」・「特別研究Ｉ」

｢環境隔測論」

高村比雄

自然科学研究科

自然科学研究科

自然科学研究科

普遍教育総合科日

｢隔測情紺処理Ｉ」

｢特別演習Ｉ」・「特別研究Ｉ」

｢地球物質循環論Ｉ」

｢地球環境とリモートセンシング」（分担）

久世宏明

工学研究科

自然科学研究科

自然科学研究科

｢特別演習」・「特別研究」

｢隔測センサ工学Ⅱ」

｢特別演習Ｉ」・「特別研究Ｉ」

三輪卓司

自然科学研究科

工学研究科

｢像質科学」・「特別研究Ｉ」・「特別演習Ｉ」

｢特別研究」・「特別演習」

本多端明

工学研究科

普遍教育総合科目

｢像情報処理工学」

｢地球環境とリモートセンシング」（分担）Ｉ
建石除太郎

自然科学研究科

工学研究科

自然科学研究科

普遍教育総合科目

｢隔測情報工学」・「特MlI研究Ｉ」・「特別演習Ｉ」
｢特別研究」・「特別演習」

｢隔測情報ディジタル解析論」

｢地球環境とリモートセンシング」（分担）

新藤静夫

自然科学研究科 ｢水文学」・「特別講義・特別演習」

｢水文環境解析論」・「地球物質循環論Ⅱ」

｢地球環境とリモートセンシング」（分担）普遍教育総合科１１

杉森康宏

正学研究科 ｢海洋リモートセンシング特論」

－４７－



近藤Ⅱ({彦

卜|然科学研究科

将遍教育総合科１－１

｢水又地形学」

｢地球環境とリモートセンシング」（分担）

竹内章､１

１:学研究科 「リモートセンシングｌＩ１ｊ報判読特諭」

女川蹴純

［ﾐ学部怖報I:Aj2h科

Ｉ:学部↑１１報I:学科

Ｌ学研究科

正学研究科

月然科学研究科

｢物理情報_I学Ｉ」

｢パターン認識」

｢lllli像処理特諭」

｢パターン処理特論演料」

｢パターン認識特論」

岡１１１浩

［学研究科 ｢隔測情報処理Ⅱ」・「特別演習Ｉ」・「特別iiii1Wu」

■５．２修士論文，博士論文

(博士論文）

指導教官

学他氏塙

識座

論文題目

（k
oWb

-7r．

竹内延犬

f１ｌｌＬＥ１Ｉｉｌ（にゅうけんこく）

'21然科`､細}究科環境科学専攻環境動態学iMUi座

OpticalabsorptionspectroscopyapplicableforstudyingairpolIution

lWilF(IW1`､朧）

指導教官

学化氏名

識座

論文題「１

竹内延犬

交野U1

I21然科学研究科環境科学専攻環境動態学繊座

Er3＋ドープ光ファイバアンプ及びファイバ型ガスセルモジュールによる今

光ファイバ咽微I'(気体センサーに関する研究

博上（１２学）

､全

学位

(修士鎗文）

竹内延犬

本多弘典

l:学研究科IIIli像I7jt専攻

TOMＳ台風に現れたオゾン分布変化と台風パラメーターとの|Ｈ１係

l:学修｜：

指導教官

学'１：氏名

OIL攻

論文題１１

学位

竹内延犬、久'1t宏IⅢ

強敏（きょうびん）

l:学研究科iimi像|:,､胱呼攻

指導教７１

学化氏名

聯攻

－４８－



単波及及び多波長ミー散乱ライダーのシミュレーションと観測データの解析

工学修士

論文題Ｈ

学位

竹内延夫、久１１(宏明

塩兄同史

正学研究科画像Ｌ学呼攻

1.5必、帯分､j帰還型レーザーをlijいたアセチレン気体の高感度分光

工学修士

指導教官

学ノヒ氏名

専攻

論文題目

学位

本多膿明

山本浩刀

工学研究科画像工学専攻

草地スタンディングバイオマスil･加における衛星データ利用のための現地デ

タ取得および解析に関する研究

工学修士

指導教官

学ノヒ氏名

専攻

論文題目

位学

指導教官

学生氏名

専攻

論文題目

学位

建石峰太郎

鈴水健児

工学研究科画像工学専攻

時系列ＮDVIデータによるベトナムの農地抽出に関する研究

工学修士

三輪卓可

三島健一

工学研究科画像工学専攻

高速ゴニオスペクトロフォトメーターの試作とファンデーションの評価

工学修士

指導教官

学/１１氏名

専攻

論文題名

学位

指導教官

学生氏名

専攻

論文題目

学位

安田溌純

小池得裕

工学研究科情報工学専攻

景観解析におけるサイズ可変ウインドウの効果

工学修士（

指導教官

学生氏名

専攻

論文題目

学位

安田嘉純

東野孝也

工学研究科情報工学専攻

微分スペクトル特徴による植物の生理機能の計測

工学修士

指導教官

学生氏名

専攻

論文題目

学位

安、嘉純

朴錘懇、

工学研究科竹報工学専攻

自動幾何補正のためのＧＣＰパターン評価

工学修士

－４９－



■５．３社会教育活動

生涯学習

千葉大学のプログラム、生涯学習の一環として、千葉市の中学生を対象としてリニ

シングの学習会を行った。多くの中学生が赤外線カメラの実験に興味を示していた。

生涯学習の一環として、千葉市の中学生を対象としてリモートセン

日時

場所

参加者数

ｌ０ｊｊｌ９日（_上）午後１：３０～４：００

干葉大学環境リモートセンシング研究センター

中学生３０名（６つの中学校より）

中学校の先生７名

計３７名

プログラム

ｌ：３０～１：

１：４０～２：

２：１０～２：

２：３０～４：

挨拶

リモートセンシングの説明（述石）

コンピュータで人1:衛星からのimi像を見る（建石・石111．黄）

実験赤外線カメラ（高村・近藤）

０
０
０
０

４
１
２
０

』ｊｌｌＩＩＩＩＩｌＩＪ

－５０－



[６］センターの行事

■６．１センター主催のシンポジウム

｢乾燥・半乾燥地域の環境問題におけるリモートセンシングの役瞥１１」

1996年１）129日から３１日の３日間，千葉大学自然科学研究科大会議室において表iidの'五l際

シンポジウムが開催された。水シンポジウムは環境変動危機地域として肢もクリティカルな状

況にある乾燥・半乾燥地域における野外調査の成果とリモートセンシング技術を融合させ，広

域の環境問題に対処する方法について議論することを目的として開催された。このテーマは当

センターで進めているプロジェクト「アジアにおける環境変動地域のモニタリング」の一環で

もある。

外国人識iiii背としてProf・Elvidge（ネバダ大学，アメリカ)，Ｄｒ、Bastin（CSIRO，オース

トラリア)，Prof,Singh（デリー大学，インド)，ＰｒｏｆＨａｎ（中国科学院新柵地理研究所，中

国)，ProfKarnieli（リモートセンシング研究所，イスラエル)を招待し，ノム潟講演を初日と

￣と[了１１－１に分けて行った。本シンポジウムの発表論文は40で，研究の対象域は，中国（１１件)，

中近来（５件)，モンゴル（４件)，サヘル（２件)，カザフスタン（２件)，オーストラリア

（２１'|:)等で，現地調査を伴った研究が多いのもこの分野の研究の特徴であろう。研究対象地と

しては中lIiIが111倒的に多い。

水シンポジウムではリモートセンシング技術と野外研究の1,1j者のリンクを強鯛したが，これ

は当センターの名称にも入っている,，環境リモートセンシング”の立場をIﾘ1確に友明したもの

である。会識'|｣は活発な!;､I論が肢閲され，３日間がまたたくl1llに過ぎた。多くの参jlu折から本

シンポジウムが好『;１１Aであったこともつけ加えたい。なお，本シンポジウムでは総ページ数232

ページのプロシーディングスを作成した。（近蕊）

■６．２共同研究報告会

センター共同研究報告会
〈

プロクーラム

ｌ－１１ｌｆｌ９９７ｲｌｉ３）I１９ｌＩ（水）９：２０～１７：０５

場所下蕊人`､rMナやき公館３階人会議室

■|)'１公の辞(９:２０－９:３０）

プロジェクト研究の部（９:３０－１４：１５）

■地fIM情報データベースの|)3発と迎川（９:３０－１０:２５）

・概興紹介近藤11N彦（CERcS）

・わがlIilの｛:地利111環境変化モデル構築のための多時期データベースの|)M発

足藤章雄（111梨人学教育学部）

・流域水文机ill1Iデータベースの|)M光辻村真1１１（愛知教fir人学総合科学課程）
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･ＧＩＳおよびリモートセンシング技法を川いたチベット高原のﾉl主態区分及び生態系の

純一次生産潜在力判定に関する研究［輝氏・小島党（富山大学EM学部）

■衛星データと地HlI1IIIj報を用いた地域環境解析の手法に関する研究（１０:２５－１１：05）

・概要紹介近藤昭彦（CEReS）

・衛星データと地理ｌＩ１ｊ報を用いた水文地形システムの解析と崩壊

柏谷健一Ｚ・猯木宏之・人Ill武志（金沢大学EIl学部）

・房総半l;&におけるＪERS1，ＳＡＲデータによる構造解析とそのテクトニクスヘの応用

伊勢崎修弘（千葉大学理学部）・長H1真由美（千葉大学理学部）

藤ﾉﾄ直之（名古屋大学理学邪）・徳山英一（東京大学海洋研究所）

■大気補正用検証システムの開発とリモートセンシングデータの大気補正に関する研究

（１１：０５－１２:００）

・概要紹介竹内延夫（CEReS）

・短波長赤外域の大気補正のための簡易放射伝達モデルの構築

森山雅雄（長崎大学工学部）

・衛星画像データに対する大気補正法について

川田剛之・山崎明宏・奥村俊夫（金沢工業大学）

・ミー散乱偏光ライダーとサンフォトメーター及びフィルターサンプリング

による対流圏エアロゾルの光学的性質に関する研究村山利幸（東京商船大学）

□昼休み（１２:００－１３:00）

■マイクロ波センサーを利用した大気情報抽出に関する研究（13:00-13:10）

・概要紹介 高村民雄（CEReS）

■自然環境を構成する要素のグランドトゥルースデータの取得収集とデータベース化

（１３:１０－１３:20）

・概要紹介三輪卓司（CEReS）

■アジアの土地被覆データベース（１３:２０－１３:４５）

・概要紹介

・東南アジア熱帯湿地林地帯の土地被覆モニタリング

建石陸太郎（CEReS）

吉野邦彦（筑波大学社会工学系）

■ＮＯＡＡ／ＡＶＨＲＲによる草原バイオマスの推定（１３:４５－１３:５５）

・概要紹介本多嘉明（CEReS）

■ＡＶHRR／ＧＡＣ多時期データの処理方法に関する研究（１３:５５－１４:05）

・概要紹介 本多嘉明（CEReS）

■地表面反射スペクトルデータの収集手法の開発とスペクトルデータベースの作成

（１４:０５－１４：１５）

・概要紹介梶原康司（CEReS）
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□休憩（１４：１５－１４:３０）

一般研究の部（１４:３０－１７:00）

.’肱坑を利川した準実スケール人工雲尖験

hIilll力・内11l政弘（国立環境研究所人女(圏環境部）１１１１１１正(中火人`､jtjDl1l:学部）

柵膳尾敏生（北海道人学大学院）・竹内延犬（CEReS）

・スカイラジオメータによる観測速藤辰雄(北人低搬研）・中!;&映至(東人文(候センター）

荒化公雄(及崎大教育学部）・I1j木一真(｣上人低iA,{研）

･LandsatTMデータと海上現場分光反射データによる人文(散乱効果の推定

香西克俊（神戸商船大学）・竹内延犬（CEReS）

･分光計測による水稲の/１１行と窒素栄養状態の推定

谷本俊IﾘＩ（広島県ⅡX賎業技術センター）・安川洲純（CEReS）

・リモートセンシングによる水稲いもち摘発fに予察のための基礎研究

Ｉ４ｉ村充}(リ（束郁入学東南アジア研究センター）・木多磯lﾘ｝（CEReS）

･光環境がfMX群落の柵造に与える影孵人賀宣彦（Ｔ葉人学・理学部）・三輪Ilioj1（CEReS）

.〉I《道湖水画に関する術)11同１０１調査結果-1996年度－

１(lj女克巳（(b根大学（水域研究センター）・梶原康剣（CEReS）

・リモートセンシングを川いた海洋からのﾉ''三物起源硫黄の放出量

田中茂・駒鰄雄一・成田祥（優應義塾人学理I:学部）

・邪ｌＩｉ域の放射収支のリモートセンシング

菅ＩＤ(広史（防衛人学校地球科学科）・高村災雄（CEReS）

･岡次アルゴリズムにjJiづくリモートセンシングIIIli像処理法の開発

一自動幾何歪補iliに向けて－

奥村（'；（長岡技術科学入学・電気系）・梶Ij;〔股01（CEReS）

･外モンゴル１V〔原地域の現在および過去の耕地の検''１阿子脇功（山形入学人文学部）

■閉会の辞（１７:００－１７:05）

□懇親会環境リモートセンシング研究センター会畿顎(17:30-19:00）（

■６．３センター共催の学会

「海洋理エ学会平成８年度秋季大会」

1996年10)１８日，９１－１の２１－１１１１にわたり千葉大学けやき会館において，海洋Bl1l§学会平成８

ｲ1:度秋季太公公開講座およびシンポジウムが開催された。約90名の参加者があり，衛腫モニ

タリングと地球環境をテーマとした公|)iiilｻﾞ座が開かれ熱心な討議がなされた。

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

lllr：平成８年ｌ０ｊ１８Ｈ，９１１

所：千葉人`Yhけやき会館

Ｈ
場
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１０)１８日

公開講座「衛星モニタリングと地球環境」

コンビーナ：新藤静夫（Ｔ葉大環境リモートセンシング研究センター丘）

化明正（来京大学気候システム研究センター）

杉森康宏（海洋理12学会会長）

あいさつ新藤静夫

「宇宙からの地球怖報」

坂田俊文（地球科学技術推進機構長，來梅人・怖報技術センター）

「衛星観測と気象」

浅井擶雄（海洋開発審議会会長，千葉大CEReS）

「衛星海洋学と地球環境」

杉森康宏（海洋理工学会会災，東海大海洋，千葉大CEReS）

１３：００～１３：10

13：１０～１４：00

１４：００～１４５０

１４：５０～１５：４０

休憩

｢ネットワークに酸づく衛星データセンター構想」

高木幹雄（テレビジョン学会会長，東大・生産技術研究所）

｢地球科学研究の新しい動き」

松野太郎（気象学会会長，北大地環）

１５：５０～１６：４０

１６：４０～１７：３０

10月９日

シンポジウム「海底観iilIと音響技術」

コンピーナ：竹内倶佳（屯通大）

徳山英一（東大海洋研）

[1］海底観測

１０：００～１０：３０１０:００～１０:３０「いざなぎ（サイドスキャンソーナー）による日本周辺の海底イメージング

調査」

徳IlI英一，山本ｉｉｉ士夫，末広潔，平ｉﾘｨ彦（東京大学海洋研究所）

１０:３０～１１:00「ＴＡＭＵ２（サイドスキャンソーナー）による東太平洋海膨の海底画像」

岸本浦行（地質調査所）トム・ヒルデ（テキサスＡ＆Ｍ大学）

１１：00～１１：３０「合成開口手法を１１]いたマルチビーム音騨測深」

浅田昭（水路部）楠木俊明（三洋テクノマリン）

１１：３０～１２:00「マルチチャンネル音波探査データの処理一コヒーレント・ノイズの低減化一」

天野博（石油公団海洋科学技術センター）

１２:00～１２:３０「深海曳航式３成分磁力計の開発」

伊勢崎修弘，島仲和（千葉入学理学部）

[2］音響技術

１３：３０～l４Ｅ３０ ｢特別識演移動体糀密位置決定技術」

瀬川爾朗（東大学海洋研）
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｢海底近接域水温測定技術」

IHi付清和（地質iilM街ljli）

｢海底堆積物中の音波伝搬」

木村派雄（東海人学海洋学部）

１４：３０～１５：0０

１５：00～１５：３０

休憩

｢貯騨ホログラフィを川いた３次元映像技術」

石原知明，高野半（三井造船昭脇研究所）

｢区分開口合成技術」

ｕ０口治（日{x製作ｌｊｌｉ）

｢総合討論」

話題提供者堀Ｈ１宏（海洋科学技術センター）

竹内倶佳（電気通信大学）

徳１１I英一（東京大学海洋研究所）

１５：５０～１６：２０

１６：２０～１６：５０

１６：５０～１７：３０

■６．４その他の研究会・報告会

１９９６．４．２６

１１１梨大学教育学部助教授尾藤章雄

国際応用システム解析研究所（IIASA）のプロジェクト「ヨーロッパおよび北アジアの土地

利用・土地被覆のモニタリング」について演者のウィーン滞在経験を交えながら説明をいただ

いた。

■６．５センター教員講演会（CEReSの夕べ）

毎月１回，「CEReSの夕べ」と名付けたセンターの談話会・研究討論会を行っている。平成

８年度は以下の話題が提供され，討論が行われた．

１９９６．４．２５

衛星データベースにおける地図投影法に関する研究

黄少博

球面分割法は地球球面に規則的にグリットを生成し球Ihiデータを表現する方法である。衛厘

データをラスタデータの形で保存するために不可欠である。しかし伝統的な地図投影法に閲す

る研究は王に紙地図の制作を念頭においており，衛星データベースのための分割方法として１

分ではない。本研究では，体系的なii11iIIl指標を提案し，開発した投影方法も含めて系統的に何

廊類かの球面分割方法を比較した。ii1Williの結果，提案したＮｏｒｔｈ－ＵｐＺＯＴ投影分割法が投影

の霧面積性，相対的に小さい幾何歪み，階層的な分割の邨能性，ほかのシステムへの移植性，

経度や緯度との対応の容易性など，いろいろな要求を満足する優れた方法であることが分かつ
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た。なお，体系的な比較により明らかにされた各投影方法の特性に関する情報は，衛星データ

ベース開発にあたって適当な球面分割を選ぶ場合に非常に有益である。

１９９６．５．２３

植生被覆率による分光反射率の変動

石山陸

分光放射81.によって植生被覆率の違いによる反射率<を観測した。その結果，彼楓率と分光反

射率から計算した植生指数（ＮＯＡＡ，NDVI）とのUU係では，被覆率が最大100％の場合でも

NDVIは0.6に過ぎない事がわかった。被擾率と植生指数の関係は２次の多項式に近似され，

被覆率が50％の場合，ＮDVIは0.45を示す。他の研究者（Ｄｙｍｏｎｄら）によるＳＰＯＴデータの

解析結果とそのフィールドでの検証結果では，被覆率が岐大100％の場合，ＮＶＩが0.6付近と

報告されており，本研究の場合と近似した結果である。しかし50％の時には，ＮＶＩは0.23に

過ぎない。しかしこの場合，Ｄｙｍｏｎｄらの論文はＮＶＩの岐小値をマイナス１と設定している

ために見かけのNVIは本研究の場合より，おおよそ0.1低<評価される。

１９９６．６．２７

農業リモートセンシング

岡野千春

地球環境破壊という問趣が話題にのぼって久しいが，これは我々が生きていくために必要な

食樋を確保しようとする行為が始まったことに起因している。採取から農耕というように食糊

確保の形態が変化したことによって，環境破壊は加速度的に進行したとも言える。環境に調和

した「地球にやさしい農業」を推進するためには，農業生態系における物質の流れと地球環境

との関連を明らかにする必要がある。識jjjiでは，近年，施肥などの窒素物質の過剰役人よる農

業生態系の窒素循環の乱れ，それによる作物生産や環境の悪化について述べ，識iiji者がこれま

で行ってきたリモートセンシング技術を利用した窒索栄養診断について紹介した。

１９９６．７．２５

最新のカラーリパーサルフィルムの実力

池田卓

隔測の原点は写真計iKll（隅ii1l）である。その写真川カラーフィルムは1935年にコダックが

16mmフィルム用・外式のコダクロームを発売してから５０年が経過し，現在は総ての映像が総

天然色化されている。カラーフィルムU'１発研究は色補１１１技術の歴史でもあった。現在のカラー

フィルムはWj報の記録媒体としては最商の性能とコスト・パフォーマンスを持っている。特に

カラーリバーサルフィルムはフィルムとしては情報１１ｔ（色相，彩度が高く，直線性が良く画素

が細かい）が肢も多く，感度も高い。カラーリバーサルフィルムで紀録された情報は原理的に

もいちばん盃みが少ない。勿論，理想の色素は永久に求められないであろう。そこでカラーリ

バーサルフィルムでも，従来の重層効果だけでなくカラーネガフィルムで使われていたインター

イメージ効果（眉間コントロール）も技術的に可能としてより高い彩度も再現できるようになっ

てきた。加えて，客観的な見えのデーターや記憶色の解析が進んで，それらをフィルム設計に

加l床するようになってきた。
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カメラは日本の独壇場である。フィルムもコダックの技術を抜き去って世界最高の製品を作

れるようになってきた。これら最新のカラーリバーサルフィルムの実力を各社の外式，内式フィ

ルムで撮影したスライドを鑑賞してもらい，話題としたｃ

１９９６．９．２６

衛生観測による大気・海洋間の炭酸ガス収支と地球環境の研究

杉森康宏

地球規模の炭素循環を調べる一環として海洋表層，特に北太平洋におけるＣＯ２ガスフラッ

クスを人工衛生，及び船舶データを用いて解析する方法を解説した。まず，風浪の砕波による

大気'１｣ＣＯ２ガスの海lllへの輸送過程を調べるために，無次元粗度と波齢の関係について係留

プイデータを使用し解析を行い，得られた関係式を用いて衛生データによる砕波齢過程による

北太平洋のＣＯ２ガスフラックスの輸送を算出した。具体的にこの方法は無次元粗度と波齢の

関係式よりＵ＊とＵＩ０の関係式を求め，砕波面積ＷをＵ＊より求めたのち，このＷをMona‐

hannの提案した経験式に代入することによって交換係数を求める方法である。この方式を用

いると人工衛生マイクロ波放射計より測定されたＵ１ｏを用いて地球規模の交換係数が得られ

る。さらに，人工衛生ＮＯＡＡのＳＶＨＲＲの海面水温と船舶から求めた炭酸ガス圧力偏差

△ＰＣＯ２の関係を求め北太平洋におけるＣＯ,ガスフラックスを確定した。この場合，船舶から

求めた炭酸ガス圧力偏差は，時空間的に満足できなかったため，上記の人工衛生ＮＯＡＡ－ＳＶ

ＨＲＲによる温度と炭酸ガスの圧力偏差の関係を二次の近似式を導きだし，この近似式から北

太平洋の炭酸ガス圧力偏差を推定した。

１９９６．１０２４

気象衛生（ひまわり）からみた東アジア・西太平洋における雲の日変化

浅井富雄

1987年の暖候期について東アジア・西太平洋上の雲の日変化を静止気象衛生「ひまわり」３

号の赤外放射観測資料を用いて調べた。調査対象領域は北緯50度から南緯20度，東経90度か

ら160度の範囲である。得られた主な結果は以下の通りである。(1)陸上の雲量日変化の振巾

は海上のそれの1.5倍であり，雲量の極大は海上で1.5倍（地方時，以下同様)，陸上で18時に

見られる。雲量の日変化は陸上では平均雲量の大きいところでは大きいが，海上では平均雲量

の大きいところで小さい。(2)雲量日変化は大きな１日周期変動と小さな半日周期変動から成

る。１日周期変動の特徴は陸上と海上で大きく異なるが，半日周期変動は互いに類似している。

(3)日周変化の位相の系統的なづれがチベット高原からその東側の中国大陸上で見られる。す

なわち，雲量の極大はチベット高原上では夕方に，四川盆地では真夜中に現れる。その日周変

化の位相の東進速度は北米ロッキー山脈の東側で見られる降水頻度の日周変化のそれに類似し

ている。局地的に誘起される対流活動に加えて，チベット高原で形成する雲クラスターの東進

は中国大陸上の雲の日変化を理解するためには考慮されるべきであろう。(4)チベット高原の

東側の中国大陸で日周変化の位相の東進は盛夏期に不明瞭になる。これは主に夕方局地的に発

達する対流とチベット高原越えの上層偏西風ジェットの衰弱によると推測される。
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１９９６．１１．２８

ＳＡＲインターフェロメトリの実際とその問題点

竹内章可

人-1:衛生搭ilikのＳＡＲデータを用いたインターフニロメトリは，広域の地形l11j報が面的に得

られること，および叩オーダーの地形変動が捉えられること等から，近年脚光を浴びている技

術である。ここでは，fiMijim者が行っているＳＡＲインターフェロメトリの研究内容を紹介する

とともに，人]=衛生搭jlmのＳＡＲによりインターフェロメトリを行う場合のlUl題点についても

実際の解析結果を踏まえて言及した。また，ＳＡＲインターフェロメトリから得られる地表面

情報としては，地形W1i報だけでなく，ｔ地被覆状況の判別にも利用,l}来る可能性があることを

富士111周辺の解析例を用いて紹介した。

１９９６．１２．２６

野外における植物のスペクトル測定

安田嘉純

筆者らが試作開発してきたいくつかの野外測定用可視～近赤外分校放射汁について紹介し，

それらを用いた植物の生理機能の測定について述べた。

環境ストレスとlih物Jll1Ell機能の変化の検出に対し蛍光測定が有川であることが知られている。

野外における楠物蛍光の測定方法，結果について示した。しかし，衛生リモートセンシングに

は蛍光測定は応川できにくいことから，蛍光測定と同じ情報を反射測定から11｝られないかが問

題となる。そこで，袋iY者は械物の反射スペクトルについて，グリーンエッジやレッドエッジに

着目し，光合成の補助色素であるキサンソフィルや，光形態形成反応に関係するファイトクロー

ム色素系（P680,Ｐ730）を調べる方法を検討してきている。それらの結果について示した。

さらに，実際に，／'１;小牧lljの北大演習林を観測したイメージングスペクトルデータの解析に応

用した結果を示し，ｌＷｌミリモートセンシングの新しい可能性について述べた。

1997.Ｌ２３

アジア地域におけるエアロゾル及び雲のライダー観測のネットワーク化及びデータベース化の

計画について

竹内延夫

ライダーによるエアロゾル及び雲の観測は，鉛直分布について，梢確で緋細なデータが時々

刻々得られるという利点がある反面，ライダーが設置された狭い範lklしか槻il'Iできないという

弱点も有する。センサー研究分野では，ＧＡＭＥ－Ｔ(熱帯域）に参りⅡして，スコタイ（タイ）

近くのSi-Samrong腿災女(象局の放射測定基地にマイクロパルスライダー（MPL）を設置し

て，地球の人女(放射に価繋なデータとなる雲底高度の連続観測を行うＰ定で，今)jの初めに

ＮＡＳＡ／ＧSFCに使川するＭＰＬの検収に出かけてきた。ＭＰＬは高速繰返しの半導体レーザー

(LD）励起の固体レーザーを光源としたライダーシステムで日本ではＮＡＳＡよりも先に竹内

が特許の''1論（97il：８)]特許確定）しているが，本方式に基づいて技術的な極限を追求して，

Ｈに安全で完全に121動化された装閥として開発された完全自動化測定装IlHである。遊猟スウィッ

チを入れればデータがそのまま１１}てくる装置としては世界で最初の製,Y１である。ＭＰＬを用い

たＧＡＭＥ－Ｔ観ijllliil1Illiと，アジア各地のデータを得るために，（日本以外の）アジア各地での
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ほぼ全ライダー研究グループの協力を得て，観測のネットワーク化を検討している。また，ア

ジア各地のライダーの観測データを提供して頂き，インターネット上でライダーデータをデー

タベース化したものを提供することも計画している。これらについて，ライダーの原理やエア

ロゾルの特性と大気放射の関係を含めて講演した。

（追記）

千葉大で４ケ月にわたるテストのあと，タイに設置したＭＰＬは熱帯の暑さにもダウンする

ことなく現在もライダーデータを順調に提供している（11月現在)。

lIiiiiiiiiiiiiiiiiiilii
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[７］新規大型研究設備

■７．１高度隔測情報処理装置

7.1.1衛星データ受信及び解析システム

本システムは静止気象衛星ＧＭＳ（ひまわり）および米国の海洋大気庁が連用する極軌道気

象衛星ＮＯＡＡの受信・解析装置および受信衛星データ解析処理記憶装置より構成され，アン

テナより受信されたデータを自動的に－次処理し，記憶装置に保存する。本装置はＧＭＳにつ

いては毎時，ＮＯＡＡについては１日３～４回受信し，受信データの映像化処理およびいくつ

かの物理量への変換処理を自動的に行う。そして，受信された未処理データと処理後のデータ

は，平成８年度に導入された「大容量環境データアーカイブシステム」へ自動的に転送され，

大容量のテープへ保存されます。ＮＯＡＡの受信範囲は西側ではバイカル湖やチベットの東端，

北はカムチャッカ半島，南は南シナ海までをカバーしている。

システムの構成と受信データの流れを概説する。受信アンテナで衛星からの信号が受信され，

受信されたデータは当センターにある解析室内のダウンコンバータを経由してデータ処理用の

ワークステーションへ入力され，画像化される。画像化されたデータは輝度値・アルベドある

いは表面温度などの物理量へ変換し，さらにそれらを地図座標へマッピングされる。一連の処

理済みデータはデータ解析用のワークステーションへ転送される。ここでは，必要ならば受信

後間もない衛星データを直ちに解析することも可能である。いったん解析用ワークステーショ

ンへ転送されたデータは，定期的に「大容量環境データアーカイブシステム」へ転送され保存

される。以上の処理の流れは，一部を除いてほぼ自動的に行うことが可能である。

本装置で受信・解析され，保存されたデータは，今後，学内外の利用者がデータの検索を出

来るようにカタロクデータベースをＷｅｂ上で検索できるようなシステムを構築していく予定

である。

7.1.2大容量環境データアーカイブシステム

人工衛星によりモートセンシングデータおよび現地観測データを利用した環境解析研究に使

用する，大容量のデータ記録システムである。衛星データ受信及び解析システムで受信された

衛星データは，自動的に本システムへ転送され，保存される。

本システムは，以下の装置から構成される。

（１）主データ記録装置

最大30OTBの記憶容量を有する。記録媒体には，非圧縮時で50GＢの記憶容量をもつＤ３テー

プを使用し，2000本の媒体が自動倉庫に収納されている。自動倉庫内の媒体は，コントロー

ラ装置のデータベースにより，収納位置・使用状況等の情報が管理される。

（２）主データ記録管理・制御装置

主記憶容量512ＭＢの４ＣＰＵ並列処理計算機システムに，階層型ファイルマネージメントソ

フトウエアを搭載する。本装置により，アーカイブシステム利用者はデータ利用に際して個々

のテープ媒体を意識することなく，一般的なＵＮＩＸのファイルシステムを扱うのと同様の利

用形態をとることができる。

（３）高速外部記憶装置
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総容IitlOOGBの容Iutをもつキャッシュ・ファイルシステムで，-1ミデータlid録管理・制御装

概に接続される。，断額度に利111されるデータは本装置１２にiiLl録され，鯨I【'1テープ媒体を経''1せ

ずに,(lj連に沈みだしを行うことができる。

（４）ネットワークシステム

本システムは，lOOBASE／ＴＸによる,断速ネットワークでドメインを形成し，ドメイン内で

のデータ取得はきわめて高速に行うことができる。また，ilWji1データ受(（・解析システムとは

FDDIによって独'Ｉしたドメインを形成して接続されており，受偲された人Iutのデータが本シ

ステムに転送される際にも，ネットワーク負荷によってアーカイブシステムの利lilが影騨を受

けないように配慮されている。

■７．２既設主要研究設備一覧

7.2.1高度隔測情報処理装置

この袋ilVHは，人!:１１W尼の画像データ，地理情報，地_MiMillリデータノ

に解析・処理するための装置群で，次のような部分からｲﾙ成される。

地_MiMillIデータなど人litのデータを効*《的

(1)サーバ部

FujitsuS-4／２０ModeI612SX

1iiid億192ＭＢ，ｌ３６ＧＢＨＤＤ

１０カセット８ｍｍテープ・オートチェンジャーｘ２

Ｃコンパイラ

(2)放射・散乱シミュレーション部

FujitsuS-4／２０Model61SX

12紀憶160ＭＢ，２８ＧＢＨＤＤ

ＦＯＲＴＲＡＮコンパイラ

(3)広域術IIlIIIli像処理部

FujitsuS-4／２０Model61SX

1{紀憶160ＭＢ，２８ＧＢＨＤＤ

ＧＩＳパッケージ（ＧＥＮＡＭＡＰ）

(4)隔iMIIIIlli像ＩＩ１報処理部

SiliconGraphicslndigo2XZ

1{lid億64ＭＢ，１０ＧＢＨＤＤ

Ｃ，ＦＯＲＴＲＡＮコンパイラ

＃(物成及シミュレータ（ＡＭＡP）

リモートセンシングillii像処理パッケージ（ＶＩＳＴＡ）

(5)周辺機器

カラーハードコピー装置

ＣＡＮＯＮＰｉｘｃｌＤｉｏ－Ｓ，ＬＢＰ（Ｕｎｉｔｙｌ２００ＸＬＯ－Ｊ）
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ＣＤ－ＲＯＭ書込装置

ＹＡＭＡＨＡＣＤＥ１００ＨＡ）

処理端末

PowerMac7700／ＡＶＸ４

7.2.2大気補正用地上設置ライダー

【衛星データの大気補正の必要性】

衛星に搭載されたイメージセンサから，対象となる物理量を正しく導出するには，大気がデー

タに与える効果を正しく補正する必要がある。一例として，ＮＯＡＡのＡＶＨＲＲセンサには，

波長帯域が0.58-0.681uｍ（可視）と0.72-Ｌ１似、（近赤外）の２つのバンドがあるが，

大気中の水蒸気の吸収は近赤外での見かけの反射率を１０－３０％減少させる。また，可視域

のバンドは近赤外に比べてエアロソルの影響を人きく受けるほか，見かけの反射率はオゾンに

よって減少（５－１５％）したり，分子のレイリー散乱によって増加（２－７％）したりする。

【大気補正用ライダーの開発】

ライダー（Lidar,LIghtDetectionAndRanging，レーザーレーダーともいう）は，指向

性のよいレーザー光を大気中に照射し，大気中の分子やエアロソルによる後方散乱光を口径の

大きな望遠鏡で受信して解析する装置である。光源としては紫外から可視，赤外にいたる強力

なパルスレーザーが多く用いられる。一例として，ネオジム・ヤグ（Ｎｄ;ＹＡＧ）レーザーの

第２高調波（５３２，ｍ）の緑色の光を用い，１パルスあたりのエネルギーとして３００，J程度の

ものを用いると，条件にもよるが，地上10kmの高さからの散乱光を検出することも可能とな

る。

平成７年度の補正予算によって，環境リモートセンシング研究センターに大気補正川のライ

ダー装置が設置された。装置の写真を図に示す。装置の特徴としては，

１）衛星飛来時に同期して人気補正用データを取得するため，昼間でも対流圏上部まで測定で

きる

２）エアロソルによる散乱（ミー散乱）から濃度や分布をｉＭるため多波長（４波長）の同時計

測ができる

３）エアロソルの形状を知るために偏光の成分が測れる

４）３次元分布を知るために断面方向の走査ができる

５）水蒸気分布をラマン散乱によって測れるなどが挙げられる。

7.2.3分光光度計・分光放射計等

1．紫外・可視・近赤外分光光度計Perkin-Elmer社製Ｌａｍｂｄａｌ９

185-3200,ｍ：ダブルピーム分散型機器

（１－１）通常の透過スペクトル

（１－２）積分球による反射・透過スペクトル（照射光はスペキュラー，反射・透過光は全

角度の光を集光して測定，つまり通常の意味での全拡散反射・透過スペクトル）この装

置では，試料が縦置きなので，粉体等の場合ガラス等のカバーが不可欠となる。

（１－３）拡散反射測定装置を用いた拡散反射スペクトル（照射光は装置の光学系で決定さ

れるスペキュラー，反射光も装置で限定された集光角度の反射散乱光)。この装置は透
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過スペクトルのilUI定には実質上使用不可。しかし，試料を水､'２に配置するので，粉体等

にもカバー11!(しで使用できるが，短焦点の光学系を便川しているため，試料表面の状況

が顕杵に彩騨し，再現性のあるデータを取得するためには，試料友illiの状況の再現性を

得るための［犬が不可欠である。

2．近亦外・中赤外分光光度計Perkin-Elmer社製ＦＴＩＲ－２０００

近亦外域：15000ｃｍ－１（667,ｍ）－４００ｃｍ－１（25000,ｍ）

中亦外域：5000ｃｍ－１（2000nｍ－４００ｃｍ－１（25000,ｍ）

シングルビームフーリエ変換型

（２－１）通常の透過スペクトル

（２－１－１）錠剤

（２－１－２）液体

（２－１－３）２２ｍの艮光路ガスセルを使用して，ガスの透過スペクトル

（２－２）Ｉｌｉ反射スペクトル

角度Ⅶ変Ili反射測定装置を用いて，30-70＿の正反射スペクトル

（２－３）拡散反射スペクトル

拡散反射測定装置を用いて装置によって決定された角度の拡散反射スペクトルこの装

ｉｉＶｉによるデータは，近赤外，特に10000cm－１（1000,ｍ)から反波及側ではＬａｍｂｄａｌ９

によるデータよりはるかにＳ／Ｎが良い。従って，拡散反射で良い場合には，これで測

定するべきと思われるが，良い事ばかりではなく，愈大な欠点もある。それは，シング

ルビームであるために，１）参照と試料を測定した時の測定顎内の状況の再現性が直接

データ精度に影響する，２）拡散反射装置では短焦点の光学系を便１１]して居る為に，試

料衣Ihiの状況が顕著に影響する。これはＬａｍｂｄａｌ９の拡散反射ijlll定装置を使用する場

合と状況は同じである。

以'２の２機種以外に，紫外・可視・近赤外分光光度計･は２機IWi，赤外分光光度計は１

機櫛，分光蛍光計１機種等が有ります。

3．分光放射iil

（３－１）可視・近赤外分光放射計AnalyticalSpectralDevicesInc・製ＦｉｅｌｄＳｐｅｃＦＲ：

350-2500,ｍシングルビーム３領域分割（１：３５０－aboutlOOOnm，２：about

lOOO-l700nm，３：aboutl700-2500nm）並行スキャンニング

視野角；標準:２５．，オプションレンズ：５．

標iWl板：l0xlOinches，２x2inchesの２種

人射光i(||定川アダプター：リモートコサインリセプター（､lAIlIiに入射する全方向の光を

測定するユニット）

（３－２）熱亦外分光放射計Geophysica］EnvironmentaIResearchCorp、製Therma］

InfraredlntelligentSpectroradiometer(ＴＩRIS）2000-17000,ｍ：シングルビーム４

倣域分別順次掃引型

視野角：約30.

雄準黒体等のオプションは全く無し。

（３－３）則視・近亦外分光放射計阿部設計製:350-1200,ｍ約10ｲﾄﾞ前導入機器：シング

ルピーム２緬域分削順次掃引型
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7.2.4気象情報受信システム

本システムは，気象庁アメダス，気象レーダー画像，米国気象衛星（GOES)，ヨーロッパ

の気象衛星（METEOSAT）などをまとめて，通信衛川1経由で配信しているデータをリアルタ

イムで受信し，表示，アーカイブするための装置である。これらのデータは，衛星データ受信

システムで受信されたデータの解析を支援するために，また，解析結果を検証するために利用

され，リモートセンシングによる東アジア地域の環境問題の研究の推進をはかっている。

7.2.5野外型方向性反射観測装邇

本装置は野外観測を目的としており，そのため装i趾全体が可搬となるように設計した。セン

サーの軌道アームは組立式にし，かつ装競一式を一人で運搬が可能である。観測ヘッドが軌道

を移動し（手動)，様々な観測角度（ほぼ半球を任意のステップで観測が可能）で同一の視野

の測定が可能である。センサーは超小型でファインダーはないが，その近傍に小型のビデオカ

メラを取り付け，観測視野のモニタリングを行う。また絞りを交換することによって観測視野

の面積を変えることも可能である。また１１)られたデータはＰＣに取り込み迅速にデータ処理が

できる。なお観測のための屯源はＰＣを含めて13.5Ｖのバッテリーで駆動する。以下に装置の

仕様を示す。

OceanOpticslnc．（ＵＳＡ)，ＰＳＤ－２０００Ｔｙｐｅ

測定波長：300ｍｍ-1100,ｍ波長分解能：２．５ｎｍ－ｌＯｎｍ

ＳｃａｎＴｉｍｅ：４０ｍｓ－４Ｓ

ｊｌｌＩ定パラメータ：ReflectancaRadiance

FOV:l24degree

7.2.6スペクトロラジオメータ

可視赤外分光放射計

ＧＥＲ社（USA)，IRIS,ＭａｒｋｌＶ

ｉｌＩ定パラメータ：分光反射率測定波長：0.3-3.0ｍｍ

波長分解能：２，ｍ／VIS，４，ｍ／NIR,ＭＩＲ

モード：デュアル

分光方式：グレーテイング

電源：ＤＣ１２Ｖ６Ｖ

7.2.7ＬａｎｄMasterシステム

ＬａｎｄMasterシステムは，グランド・トルゥースとして最も一般的に利用されている現地

写真に撮影位置，撮影方向，撮影日時を同時に記録できる機材と，これによって取得された両

像情報を自動的に地図-kで管理できるシステムから}lUi成されている。さらに，ネットワークを

通じて広範閉に集められたグランド・トルゥース画像を相互に交換することも可能である。
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[８］組織・運営

■８m予算

'１｢ 項 予算額 者

校f1i・旅!I・腿I没終mIiff等

奨学交付金

受託研究

民間等との｣Lliil研究

科学研究fY補助金

481,987,141円

17,530,000円

5,530,500円

16,408,000円

41,400,000円

１６件

２件

２件

９件

〈
ロ Iｉｌ 562,855,641円

■８．２職員名簿

平成８年度の職員名飾

センター災新藤静夫

○センサ/大女(放射ｌｉｌＩ究部''１１

センサ研究分野

教授竹内延夫

助教授久’１ｔ宏明

大気放射研究分野

教授１K.ｉ村民雄

○データベースｌＪｆ究部'’'１

環境データベース研究分野

助教授近藤昭彦

識師梶１%（康司

地理情報処理研究分野

教授新藤繍犬

助教授Ｍ『常源

○地球環境|if報解析研究部|]'１

植生モニタリング分野

教授洩ノト冨雄

肋教授本多鑑明

環境hIi報解析分野

教授１輪卓１－，１

肋教授処石降太郎

データベース溌礎研究分野（客員）

客員教授杉森康宏

客員助教授竹内ｊｉｒ可

データベース|)M発述111部

教授（兼務）

識師

助手
"

"

技１２『

安
岡
淌
岡
蛍
池

純
沿
雌
作
博
点

蹴
下
少

|{1

111

111

野

川
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■８．３運営委員会の記録

平成８ｲ'三度の迎鴬委貝名節

愛｜総舎

部数縄

運営委員会概要

第５回平成８年９月１７日

議事

１．非常勤研究員実施要綱の制定が承認された。

２．環境リモートセンシング研究センターとカザフスタン植物学研究所のllIjで学部間交流

協定を締結することが承認された。

報告事項

①平成８年自己点検・評価について

②非常勤研究員の採用について

③平成８年度予算配分について

④研究生の受入れ及び研究期間延長について

⑤国際シンポジウムについて

第６回平成８ｲ１１１２月１６日

議事

Ｌ千葉大学環境リモートセンシング研究センター委員会規定の制定が承認された。

２．各種委員会委貝の選l}}について承認された。

－６６－

役職 氏名 所属. R「職

委貝長 新縢ｌｉｌｉ犬 環境リモートセンシング研究センター踵

Fill委員踵 竹内延犬 環境リモートセンシング研究センター教授

委旦 松野太郎 北海道大学大学院地球環境科学研究科教授

ﾉﾉ 横Ｉｌｌ隆二 岩手大学Ｌ学部教授

ﾉﾉ 川村玄 東｣上大学理学部教授

ﾉク 商人幹雄 東京大学生産技術研究所教授

'’ 野１２迫り］ 東京都立大学教授

ﾉノ 二１１膿俊 総合情報処理センター長

'' Ili谷ＩＭＩ彦 理学部教授

" 大野隆司 工学部教授

ﾉノ 今久 園芸学部教授

〃 亥Ⅱｌ猟純 工学部教授（環境リモートセンシング研究センター雑務）

’’ 岡村民雄 環境リモートセンシング研究センター教授

ﾉノ 三輪卓司 環境リモートセン /ング研究センター教授

″ 筏ノ|：ｉ（雄 環境リモートセン /ング研究センター教授

" 杉森ljH宏 環境リモートセンシング研究センター春日教授



報告事項

①センター良候補者の選考について

②客員教授・窓員助教授の選考について

③研究生の退学について

④研究生の受入れについて

⑤民間等との共同研究について

⑥国際シンポジウムについて

第７回平成９ｲｌＺ２Ｈ１７日

議事

１．千葉大学環境リモートセンシング研究センター長候補者に浅)|:教授が選ｌＭされた。

２．客員教授に杉森康宏・客員助教授に浅沼市男氏を征川することが承認された。

３．環境リモートセンシング研究センターと中国科学院安徽光学精密研究所の間で学部1111

交流協定を締結することが承認された。

報告事項

①平成９年皮共同利用研究の公藤について

②平成８年度|引己点検・評Iil1iについて

③研究生の受入れについて

④国際シンポジウムについて

⑤その他
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